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本書の概要 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
本書の概要

機器 関連文書 内容 備考

セ ラバー S

FOUNDATION Fieldbus

技術仕様書 TI00383P 技術データ

– この ド キ ュ メ ン ト は同梱された CD マ

ニュ アルに記載されています。

– この ド キ ュ メ ン ト はまた、 イ ン ターネ ッ

ト から入手でき ます。

www.endress.comDownload を参照し

て く だ さい。

取扱説明書 BA00302P – 識別情報

– 設置

– 配線

– 操作

– コ ミ ッ シ ョ ニング、 ク イ ッ ク

セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー詳細

– 保守

– ト ラブルシ ューテ ィ ング と スペ

アパーツ

– 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

取扱説明書 BA00303P – 圧力･レベル測定の設定例

– パラ メ ータの説明

– ト ラブルシ ューテ ィ ング

– 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

簡易取扱説明書 KA01025P – 設置

– 配線

– 現場操作

– 設定

– ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

詳細

– この ド キ ュ メ ン ト は製品に添付されてい

ます。

– この ド キ ュ メ ン ト は同梱された CD マ

ニュ アルにも記載されています。

– この ド キ ュ メ ン ト はまた、 イ ン ターネ ッ

ト から入手でき ます。

www.endress.comDownload を参照し

て く だ さい。

折 り 込み資料 KA00252P – 配線

– 操作－機器本体デ ィ スプレ イ な

し

– ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

詳細

– HistoROM®/ M-DAT 操作

– この ド キ ュ メ ン ト は製品に添付されてい

ます。 端子室のカバーを参照し て く ださ

い。

– この ド キ ュ メ ン ト は同梱された CD マ

ニュ アルにも記載されています。
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本機器を安全にご使用いただ く ために
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ うお願いします。

2) 本製品の操作は、 本書をよ く読んで内容を理解した後に行なってください。

3) 本書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであ り、お客様の特定目的に適合するものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製するこ とは固くお断りいたします。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更するこ とがあ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意をもって作成しましたが、 もし不審な点や誤り、 記載もれなど

お気付きのこ とがあ り ましたら当社営業所 ・ サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡くだ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う際には、 本

書の安全に関する指示事項に従ってください。 なお、 これらの指示事項に反する扱いをされた場合

は、 当社は安全性の保証をいたしません。

2) 本製品を、 安全に使用していただくため本書に使用するシンボルマークは下記の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡した り、 大けがをした りするほ

か、 爆発 ・火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示しています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 してはいけない行為 （禁止事項） を示しています。

の中や近くに具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずしてほしい行為を示しています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用している場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれてください。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる

機器がございます （0 種場所、 1種場所および 2種場所に設置）。 設置する場所に応じて、 本質安全

防爆構造 ・耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用ください。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・配線 ・配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられており ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行ってください。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なってください。

返却時には必ず添付 「洗浄証明書」 に記入していただき、 この証明書と製品を必ず一緒にお送り く

ださい。

必要事項を記入して頂かない限り、 ご依頼をお受けするこ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却をしてください。

危険

警告

注意
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Because o egal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number
________________________

Type o nstrument / sensor
____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]
Conductivity / ________

_____/
[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]
Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____
_____

/
/ 2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

CAS No.

harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is d out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /
_________________________________________________
Address /
_________________________________________________
_________________________________________________

Phone number of contact person /
____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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安全注意事項 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
1 安全注意事項

1.1 指定用途

セ ラバー S は、 圧力およびレベル測定用の圧力伝送器です。
製造者は製品の間違った使用や、 使用目的以外の使用によ り 起こ った損害に対し ては責任を負い
ません。

1.2 設置、 設定、 操作

製品は最新技術の安全要求事項を満たすよ う 設計されてお り 、 適用される基準および EC 規制に
準拠し ています。 ただし、 間違って設置し た り 、 本来の使用目的でない用途で使用し た場合は、
間違った設置や設定によ るオーバーフ ローなどの危険が発生するおそれがあ り ます。 こ う し た理
由から、 測定システムの設置、 電源への接続、 設定、 操作、 および保守は、 同施設に所属のオペ
レータ など、 訓練を受けた有資格認定専門家のみが行 う 必要があ り ます。 専門ス タ ッ フは取扱説
明書を よ く 読んで理解し、 これに従わなければな り ません。 本取扱説明書で認めている場合以外
は、 こ の機器の改造や修理は行なわないで く ださい。 ネームプレー ト にあ る技術データに注意し
て く ださい。

1.3 安全な操作と プロセス

安全な操作およびプロセス を行 う ため、 機器の設定、 試験、 保守作業時に別の方法で監視する必
要があ り ます。

1.3.1 防爆区域での使用 （オプシ ョ ン）

防爆区域で使用する機器には、 追加のネームプレー ト がはめ込まれています （→ 6 ページ）。
防爆区域で測定システムを使用する場合は、 該当の国内規格および規制に従 う 必要があ り ます。
機器には、 これらの取扱説明書の主要部分であ る 「Ex 文書」 が別途添付されています。 こ の EX
文書に記載の設置に関する規制、 接続値、 および安全のしお り に従 う 必要があ り ます。 関連する
安全のしお り の ド キ ュ メ ン ト 番号も また追加ネームプレー ト に示されています。

 作業従事者全員に適切な資格があ る こ と を確認し て く ださ い。
4 エン ド レスハウザー ジ ャパン



セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 安全注意事項
1.4 安全に関する表記規則と記号

本書で安全に関連し た、 また別の運用手順を強調する ため、 以下の表記規則が使用されてお り 、
それぞれ欄外に対応する記号を示し ています。

安全に関する表記規則

#
危険！
危険は、 正し く 実施し ない と人身事故、 機器の安全性の欠陥や損傷が発生する よ う な動

作や手順を表し ます。

"
警告！
警告は、 正し く 実施し ない と人身事故や機器の誤動作が発生する よ う な動作や手順を表

し ます。

!
注意！
注意は､正し く 実施し ない と操作に間接的に影響を与えた り 、 機器が計画外の反応を示す

可能性があ る よ う な動作や手順を表し ます。

0
防爆認定装置
機器のネームプレー ト にこの記号が刻印されている場合は、 認証に応じ て こ の機器を防

爆区域または非防爆区域に設置でき ます。

-
爆発区域
この記号は図面で使用され、 爆発区域を示し ます。

– 防爆区域で使用される機器には、 適切な タ イプの保護が必要です。

.  
安全な区域（爆発の危険のない区域）
この記号は図面で使用され、 必要に応じ て、 爆発の危険のない区域を示し ます。

– 防爆区域で使用される機器には、 適切な タ イプの保護が必要です。 防爆区域で使用す

る ケーブルは、 必要な安全関連特性量を満たす必要があ り ます。

% 直流電圧
直流電流が供給される、 または直流電圧が印加される端子です。

& 交流電圧
交流電流が供給される、 または交流電圧 （正弦波） が印加される端子です。

) アース端子
オペレータに関する限 り 、 アース端子はアースシステムによ り すでに接地されています。

* 保護用接地線接続
機器への他の接続を行 う 前に、 アースに接続し てお く 必要があ る端子です。

+
等電位接続（アース結合）
プラ ン ト アースシステムへの接続です。 国内または企業の慣例によ り 、 中性星型や等電

位線などにな り ます。

接続ケーブルの温度耐性
接続ケーブルが少な く と も 85 ℃ （185 °F） までの温度耐性を備えている必要があ る こ と

を示し ます。

安全注意事項
安全注意事項については、 機器の該当バージ ョ ンのマニュ アルを参照し て く ださい。

t >85°C
エン ド レスハウザー ジャパン 5



識別情報 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
2 識別情報

2.1 伝送器のデザイ ン （仕様）

2.1.1 ネームプレー ト

! 注意 ! 
 MWP （最大作用圧力） はネームプレー ト に指定されています。 この値は、 ANSI フ ラ ンジの基

準温度であ る 20 ℃ （68 °F） あ るいは 100 °F （38 ℃） を指し ています。
 高温で許容される圧力値は以下の規格に示されています。

- EN 1092-1: 2001 Tab. 18 1)

- ASME B 16.5a – 1998 Tab. 2-2.2 F316
- ASME B 16.5a – 1998 Tab. 2.3.8 N10276
- JIS B 2220

 テス ト 圧力は測定機器の過圧限界 （OPL） = MWP x 1.5 と し ます。 2)

 圧力装置指示書 （EC Directive 97/23/EC） では略語 「PS」 を使用し ます。 こ の略語 「PS」 は測
定機器の MWP （最大作用圧力） と同じです。

アル ミ ニウムおよびステンレス製ハウジング （T14）

P01-XMX7Xxxx-18-xx-xx-xx-000

図 1: ネームプレー ト

1 機器名

2 オーダーコード

個々の文字と 数字の意味については、 注文確認書の仕様を参照し て く ださい。

3 シ リ アル番号

4 保護等級

5 MWP （最大作用圧力）

6 記号 ： 特に 「技術仕様書」 のデータに注意し て く ださい。

7 最小 / 最大スパン

8 基準測定レ ンジ

9 電子回路イ ンサー ト の種類 （出力信号）

10 接液部材質

11 電源電圧

12 GL 記号 ： GL 海事認定 （オプシ ョ ン）

13 SIL 記号 ： SIL/ IEC 61508 適合宣言機器 （オプシ ョ ン）

14 認証 ID および ID ナンバー

15 製造元の住所

1) 安定温度特性に関し て、材料 1.4435 および 1.4404 は EN 1092-1 Tab. 18 の 13EO 下で同じ グループにま

と められます。 2 つの材料の化学構造は同じです。

2) 数式は 4 Mpa （600 psi） または 10 Mpa （1500 psi） 測定セルの PMP71 および PMP75 には適用されませ

ん。

Mat.

MWP Span

Ser.-No.:
Order Code:

U=

1

2
3 4

5
6

7
8

9
10

11

12 13

14

26

2
3
.5

2
.5

55R1

2.1 -0.1

15
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 識別情報
防爆区域で使用する機器には、 追加のネームプレー ト がはめ込まれています。

P01-xMD7xxxx-18-xx-xx-xx-002

図 2: 防爆区域用の機器の追加ネームプレー ト

1 EC 型式試験認定番号

2 保護タ イプ （II 1/2 G Ex ia IIC T4/T6 など）

3 電気関連データ

4 安全のしお り の ド キ ュ メ ン ト 番号 （XA00235P など）

5 安全のしお り の索引 （A など）

6 機器の製造日

酸素使用に適し た機器には、 追加のネームプレー ト がはめ込まれています。

P01-xxxxxxxx-18-xx-xx-xx-000

図 3: 酸素使用に適し た機器の追加ネームプレー ト

1 酸素使用時の最大圧

2 酸素使用時の最大温度

3 ネームプレー ト のレ イ ア ウ ト 識別

Dat.:

3

65

1
2

4

Pmax
Tmax

for oxygen service
Bei Sauerstoffeinsatz/

31
2
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識別情報 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
ハイジ ェ ニ ッ ク ステンレス製ハウジング （T17）

P01-XMX7Xxxx-18-xx-xx-xx-001

図 4: ネームプレー ト

1 機器名

2 製造元の住所

3 オーダーコード

個々の文字と 数字の意味については、 注文確認書の仕様を参照し て く ださい。

4 シ リ アル番号

5 MWP （最大作用圧力）

6 記号 ： 特に 「技術仕様書」 のデータに注意し て く ださい。

7 最小 / 最大スパン

8 基準測定レ ンジ

9 電子回路イ ンサー ト の種類 （出力信号）

10 電源電圧

11 接液部材質

12 保護等級

オプシ ョ ン

13 認証 ID および ID ナンバー

14 3A 記号

15 CSA 記号

16 FM 記号

17 SIL 記号 ： SIL/ IEC 61508 適合宣言機器

18 GL 記号 ： GL 海事認定

19 EC 型式試験認定

20 保護タ イプ

21 WHG あふれ防止 （ド イ ツ水管理法） 認定コード

22 防爆区域での機器使用時の許容動作温度

23 防爆区域での機器使用時の電気関連データ

24 安全のしお り の ド キ ュ メ ン ト 番号 

25 安全のしお り の索引 

26 機器の製造データ

27 酸素使用に適合する機器の最大温度

28 酸素使用に適合する機器の最大圧

2.1.2 センサタ イプの識別

取扱説明書 （BA00303P） のパラ メ ータ 「センサタ イプ」 を参照し て く ださい。
取扱説明書 （BA00303P） は同梱された CD マニュ アルに記載されています。

15
PmaxTmax

Bei Sauerstoffeinsatz/for oxygen service:

Order Code:

Ser.-No.:

MWP
Span

U=

Mat.

1

3
4

6
7

8

9 10

11

12

13

13

13

14

5

16 17

-

Dat.:

19

21

20

22

23

24 25

26

27 28

2

18
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 識別情報
2.2 納入範囲

製品の納入範囲は下記の通 り です。
 セラバー S 圧力伝送器
 「HistoROM/ M-DAT」 オプシ ョ ンを使用する機器の場合 ： エン ド レ スハウザーの操作プロ グ ラ

ムおよびマニュ アル付き CD-ROM
 オプシ ョ ンア ク セサ リ

ド キ ュ メ ンテーシ ョ ン ：
 取扱説明書 （BA00302P と  BA00303P）、 セラバー S の技術仕様書 （TI00383P）、 および安全のし

お り と資料は、 同梱された CD マニュ アルに記載されています。 → 2 ページ、 「本書の概要」 セ
ク シ ョ ン参照

 簡易取扱説明書 KA01025P
 折 り 込み資料 KA00252P
 検査レポー ト
 ATEX、 IECEx、 および NEPSI の各機器のその他の安全のしお り
 オプシ ョ ン ： 出荷時校正フ ォーム、 試験認定証

2.3 CE マーク

機器は最新技術の安全要求事項を満たすよ う 設計、 テス ト され、 製品を安全に操作でき る条件で
工場から出荷されま し た。 機器は EC 適合宣言に示され、 適用される基準および規制に準拠し て
いる ため、 EC 指令の法令要件に準拠し ます。 エン ド レ スハウザーは CE マーク を添付する こ と
によ り 、 機器が準拠し ている こ と を保証し ます。

2.4 登録商標

KALREZ （カルレ ッ ツ）、 VITON （バイ ト ン）、 TEFLON （テフ ロ ン）
E.I. Du Pont de Nemours & Co., Wilmington, USA の登録商標です。

TRI-CLAMP （ ト リ ク ラ ンプ）
Ladish & Co., Inc., Kenosha, USA の登録商標です。

FOUNDATIONTM Fieldbus
Fieldbus Foundation Austin, Texas, USA の登録商標です。

GORE-TEX®

W.L. Gore & Associates, Inc., USA の登録商標です。
エン ド レスハウザー ジャパン 9



設置 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
3 設置

3.1 受け入れ確認と保存

3.1.1 受け入れ確認

 製品がパッ キング されていてダ メ ージを受けていないこ と を確認し て く ださい。
 注文し た型式通 り の製品であ る こ と を確認し て く ださ い。

3.1.2 輸送

" 警告 ! 
18 kg （39.69 lbs） 以上の機器については、 安全のしお り および輸送条件にし たがって く ださい。
独自の梱包またはプロセス接続で、 測定機器を測定ポイ ン ト に輸送し ます。

3.1.3 保存

製品は衝撃から保護された、 乾燥し た清潔な場所に保管し て く ださい （EN 837-2）。

保存温度範囲 ：
 -40 ～ +90 ℃
 機器本体デ ィ スプレ イ ： -40 ～ +85 ℃ （-40 ～ +185 °F）
 分離ハウジング ： -40 ～ +60 ℃ （-40 ～ +140 °F）

3.2 設置条件

3.2.1 寸法

寸法については、 セラバー S の技術仕様書 （TI00383P） の 「機械的構造」 セ ク シ ョ ンを参照し て
く ださい。 → 2 ページの 「本書の概要」 を参照し て く ださい。

3.3 設置指示書

! 注意 ! 
 セラバー S の設置方向によ っては、 タ ン ク が空または部分的に満た されている場合に伝送器が

ゼロ点を表示し ないなど、 ゼロ点がシフ ト する こ と があ り ます。 こ のゼロ点シフ ト は、 電子回
路イ ンサー ト 、 機器本体外部、 ま たは機器本体デ ィ スプレ イ の 「Zero」 （ゼロ） キーを使用し
て補正でき ます。 → 25 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.2.1 「動作構成部品の位置」、 → 26 ページ、 セ ク
シ ョ ン 5.2.2 「動作構成部品の機能 （本体機器デ ィ スプレ イ未使用時）」、 → 54 ページ、 セ ク
シ ョ ン 6.4 「位置補正」 参照。

 PMP75 については 13 ページのセ ク シ ョ ン 3.3.2 「ダ イヤフ ラ ムシールのあ る機器の設置指示書
－ PMP75」 を参照し て く ださい。

 機器本体デ ィ スプレ イ を見やす く する ために、 ハウジングを最大 380 ° 回転でき ます。
→ 19 ページ、 セ ク シ ョ ン 3.3.8 「ハウジングの回転」 参照。

 エン ド レ スハウザーはパイプまたは壁に設置するための取付け金具を提供し ます。
→ 16 ページ、 セ ク シ ョ ン 3.3.5 「壁、 配管への取付け （オプシ ョ ン）」 参照。
10 エン ド レスハウザー ジ ャパン



セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 設置
3.3.1 ダイヤフ ラムシールのない機器の設置指示書 – PMP71、 PMC71

! 注意 ! 
 ク リ ーニング中に熱 く なったセラバー S を （冷水などで） 冷却する場合、 短時間真空状態にな

る ため、 圧力補正部分 （1） を介し て水分がセンサに入 り 込みます。
こ の場合、 圧力補正部分 （1） を備えたセンサは下向きに取 り 付けて く ださい。

 圧力補正部分と GORE-TEX® フ ィ ルタ （1） が汚れた り 水に濡れた り し ないよ う にし て く ださ
い。

 ダ イヤフ ラ ムシールのないセラバー S 伝送器は、 圧力計の基準 （DIN EN 837- 2） にし たがって
取 り 付け られています。 遮断機器と サイ フ ォ ン管を使用する こ と をお勧めし ます。
設置方向は測定用途によ り ます。

 硬いもの、 または鋭利な ものでダ イヤフ ラ ムシール部を触った り 、 洗浄し ないで く ださ い。
 ASME-BPE （Part SD Cleanability） の洗浄要件を満たすために、 機器を以下のよ う に設置する必

要があ り ます。

気体中の圧力測定 

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-001

図 5: 気体中の圧力測定の測定調整

1 セ ラバー S

2 遮断機器
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設置 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
 凝縮液がプロセス内に流れる よ う に、 タ ッ ピングポイ ン ト の上側に遮断機器と セラバー S を取
り 付けて く ださい。

蒸気中の圧力測定

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-002

図 6: 蒸気中の圧力測定の測定調整

1 セ ラバー S

2 遮断機器

3 U 字形サイ フ ォ ン管

4 環状サイ フ ォ ン管

 タ ッ ピングポイ ン ト 上側にサイ フ ォ ン管と セ ラバー S を取 り 付けて く ださい。
 サイ フ ォ ン管によ り 温度を周囲温度近 く まで下げる こ と ができ ます。

液体中の圧力測定

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-003

図 7: 液体中の圧力測定の測定調整

1 セ ラバー S

2 遮断機器

 タ ッ ピングポイ ン ト よ り 下側または同じ高さに遮断機器と セ ラバー S を取 り 付けて く ださい。
 設定前にサイ フ ォ ン管を液で満た し て く ださ い。

➂

➀

➁

➃

➀

➁

➀

➁
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 設置
レベル測定

P01-PMP75xxx-11-xx-xx-xx-000

図 8: レベルの測定調整

 セラバー S は必ず、 最も低い測定点よ り 下に取 り 付けて く ださい。
 封入液の流路内、 またはアジテータからの圧脈の影響を受ける可能性のあ る容器内のポイ ン ト

には本機器を取 り 付けないで く ださい。
 ポンプの吸入部分には本機器を取 り 付けないで く ださい。
 遮断機器の後に機器を取 り 付ける と、 校正や機能テス ト を よ り 簡単に行 う こ と ができ ます。

PVDF 交換可能ネジ込みボス

! 注意 ! 
PVDF 交換可能ネジ込みボス を備え る機器では、 最大 ト ルク 7 Nm （5.16 lbs ft） が可能です。
温度と圧力が高 く な る と、 ネジ込み接続部が緩 く なる可能性があ り ます。 つま り 、 完全にネジ込
まれている こ と を定期的に検査し、 上記の指定 ト ルク で締め付ける必要があ り ます。
1/2 NPT ネジで密閉する場合は、 テフ ロ ンテープの使用をお勧めし ます。

3.3.2 ダイヤフ ラムシールのある機器の設置指示書 － PMP75

! 注意 ! 
 ダ イヤフ ラ ムシールのあ るセラバー S は、 ダ イヤフ ラ ムシールのタ イプに応じ てネジ込み、 フ

ラ ンジ取付け、 またはク ラ ンプで固定されています。
 ダ イヤフ ラ ムシール と圧力伝送器を合わせる と、 封入液に満た された閉じ た校正システムが形

成されます。 こ の穴は密閉されてお り 、 開ける こ と はでき ません。
 硬いもの、 または鋭利な ものでダ イヤフ ラ ムシール部を触った り 、 洗浄し ないで く ださ い。
 設置する直前までダ イヤフ ラ ム保護キ ャ ッ プを取 り 外さ ないで く ださ い。
 取付け金具を使 う 場合、 キ ャ ピ ラ リ が下に曲が り すぎないよ う にキ ャ ピ ラ リ に十分な空間を確

保する必要があ り ます （曲げ半径 100 mm （3.94 in））。
 キ ャ ピ ラ リ チューブ内の封入液の静圧値によ って、 ゼロ点がシフ ト し ます。 このゼロ点のシフ

ト は補正する こ と が可能です。 → 54 ページ、 セ ク シ ョ ン 6.4 「位置補正」 参照。
 ダ イヤフ ラ ムシール封入液の許容使用範囲を確認し て く ださ い。 これはセラバー S の技術仕様

書 （TI00383P） の 「ダ イヤフ ラ ムシールシステムの選定について」 セ ク シ ョ ンに詳し く 記載さ
れています。

よ り 正確な測定結果を得るため、 また機器の故障を避ける ために、 キ ャ ピ ラ リ は下記のよ う に設
置し て く ださい。
 振動の影響が少ない場所に設置し て く ださい （測定対象以外の圧力影響を避け るため）。
 ヒ ーテ ィ ングまたはクー リ ング ラ イ ンの近辺に設置し ないで く ださ い。
 周囲温度が基準温度よ り 下回っているか上回っている場合は断熱し て く ださ い。
 曲げ半径は 100 mm （3.94 in） にし て く ださい。
エン ド レスハウザー ジャパン 13



設置 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
真空での使用

真空下の用途では、 圧力伝送器をダ イヤフ ラ ムシールの下に取 り 付ける こ と をお勧めし ます。
これによ り 、 キ ャ ピ ラ リ に封入液があ る こ と で発生するダ イヤフ ラ ムシールの真空負荷を回避で
き ます。

圧力伝送器をダ イヤフ ラ ムシールの上に取 り 付ける場合、 以下の左側の図にし たがって最大高差
H1 を超えてはな り ません。 最大高差は、 封入液の密度 と ダ イヤフ ラ ムシール （空容器） で発生
でき る最小圧力によ り 異な り ます。 右下の図を参照し て く ださい。

温度アイ ソ レータの取付け

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-005

流体の温度が常に高温で、 最高許容電子部品温度 +85 ℃ （+185 °F） を超え る よ う な場合に、 温
度ア イ ソ レータ を使用する こ と をお勧めし ます。
温度ア イ ソ レータの静圧カ ラ ムのためゼロ点が約 2.1 kPa （0.315 psi） シフ ト する こ と があ り ま
す。 このゼロ点シフ ト は校正でき ます。 → 54 ページ、 セ ク シ ョ ン 6.4 「位置補正」 参照。

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-008

図 9: ダイヤフ ラムシール部よ り

上方への設置例

P01-PMP75xxx-05-xx-xx-en-011

図 10: ダイヤフ ラムシールの圧力と、 真空で使用時の

ダイヤフ ラムシール上の最大設置高さのグラ フ
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 設置
3.3.3 フ ラ ンジ取付け用シール

P01-FMD7xxxx-11-xx-xx-xx-002

図 11: フ ラ ンジまたはダイヤフ ラムシール付きバージ ョ ンの取付け

1 ダ イヤフ ラ ム

2 シール

# 危険 ! 
測定結果に影響を及ぼす可能性があ るため、 シールをダ イヤフ ラ ムに押し付けないで く ださい。

3.3.4 断熱材付きの設置 – PMC71 高温バージ ョ ンおよび PMP75

機器は所定の高さ まで断熱でき ます。 最高許容断熱高さは機器上に示され、 熱伝導率 0.04 W/
（m x K） の断熱材にて、 最高許容周囲 / プロセス温度に適用されます （ 下表を参照）。
データは最も過酷な用途 「空気静止状態」 で決定されています。

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-010

図 12: 最高許容断熱高さ、 例 ： フ ラ ンジ付き PMC71

➁➀

PMC71 PMP75

周囲温度 （TA） 70 ℃ （158 °F） 70 ℃ （158 °F）

プロセス温度 （TP） 150 ℃ （302 °F） 400 ℃ （752 °F）1)

1) 使用するダ イヤフ ラ ムシール封入液に応じ て異な り ます

（ セ ラバー S の技術仕様書 （TI00383P） を参照）

断熱材の熱伝導率 0.04 W/ （m x K）
エン ド レスハウザー ジャパン 15



設置 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
3.3.5 壁、 配管への取付け （オプシ ョ ン）

壁、 または配管への設置は取付け金具の使用をお勧めし ます。

P01-xMx5xxxx-06-xx-xx-xx-001

取付け時は以下の点に注意し て く ださい。
 キ ャ ピ ラ リ チューブ付機器 ： 曲げ半径が 100 mm （3.94 in） でキ ャ ピ ラ リ を取 り 付けます。
 配管に取 り 付ける場合は、 最低 5 Nm （3.69 lbs ft） の ト ルク で金具のナッ ト を均等に締める必

要があ り ます。

52
 (

2.
05

)

1
4
0
 (

5
.5

1
)

1
2
2
 (

4
.8

)

70 (2.76)

6 (0.24)

mm (in)
16 エン ド レスハウザー ジ ャパン



セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 設置
3.3.6 「分離ハウジング」 バージ ョ ンの組立と取付け

P01-PMx7xxxx-11-xx-xx-xx-011

図 13: 「分離ハウジング」 バージ ョ ン

1 「分離ハウ ジング」 バージ ョ ンの場合、 プロセス接続 と ケーブルがすでに取 り 付け られた状態で納入さ

れます。

2 接続ジ ャ ッ ク付ケーブル

3 圧力補正チューブ

4 プ ラ グ

5 ロ ッ ク ネジ

6 ハウ ジングアダプタ搭載ハウ ジング

7 壁および配管用取付金具 

組立と取付け

1. コネ ク タ （項目 4） を対応する ケーブルの接続ジャ ッ ク （項目 2） に差し込みます。

2. ケーブルをハウジングアダプタ （項目 6） に差し込みます。

3. ロ ッ ク ネジ （項目 5） を締め付けます。

4. 取付け金具 （項目 7） を使用し て壁または配管にハウジングを取 り 付けます。
配管に取 り 付ける場合は、 最低 5 Nm （3.69 lbs ft） の ト ルク で金具のナッ ト を均等に締める
必要があ り ます。
曲げ半径 （r）  120 mm （4.72 in） でケーブルを取 り 付けます。

r � 120 (4.72)

mm (in)

1

2

3
4

5

6

7
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設置 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
3.3.7 PMP71、 ダイヤフ ラムシール取付用 - 溶接の推奨事項

P01-PMP71xxx-11-xx-xx-xx-000

図 14: バージ ョ ン U1 ： ダイヤフ ラムシール取付用

1 封入液充填部

2 ベア リ ング

3 位置決めネジ

A1 以下の 「溶接の推奨事項」 表を参照し て く ださい

溶接の推奨事項
4.0 MPa （600 psi） センサまでのオーダーコード の機能 70 「プロセス接続、 材質」 にあ る 「ダ イ
ヤフ ラ ムシール取付用 U1」 バージ ョ ンの場合、 ダ イ ヤフ ラ ムシールを溶接する と きに、 隅肉溶
接の最大溶接深度を 1 mm （0.04 in）、 外径を 16 mm （0.63 in） にする こ と をお勧めし ます。 溶接
は WIG 方法にし たがって行います。

ø2.5 (0.1)

5 
(0

.2
)

➀ ➂➁

ø7.95 (0.31)

A1

mm (in)

連続シーム
番号

DIN 8551 に準拠した
スケッチ / 溶接開先型、
寸法

基本材質の
マッチング

溶接プロセス
DIN EN 
ISO 24063

溶接位置 不活性ガス、
添加剤

A1

センサ用

4.0 MPa

（600 psi）

P01-PMP71xxx-11-xx-xx-xx-001

1.4435 （SUS 316L 相

当） 製アダプタ を 

1.4435 または 1.4404

（SUS 316L 相当） 製

のダ イヤフ ラ ムシー

ルに溶接

141 PB 不活性ガス

Ar/H 95/5

添加剤 ：

1.4430

（ER 316L Si）

s1 a0.8
18 エン ド レスハウザー ジ ャパン



セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 設置
3.3.8 ハウジングの回転

ハウジングは、 六角ネジを緩める こ と によ り 、 380 ° まで回転させる こ と ができ ます。

P01-PMx7xxxx-17-xx-xx-xx-000

図 15: ハウジングの位置の調整

– T14 および T15 ハウジング ： 2 mm （0.08 in） の六角レ ンチで六角ネジを緩めます。

ハイ ジェニ ッ ク T17 ハウジング ： 3 mm （0.12 in） の六角レ ンチで六角ネジを緩めます。

– ハウ ジングを回転させます （最大 380 ° ）。

– 六角ネジを 1 Nm （0.74 lbf ft） の ト ルク で再び締めます。

3.3.9 サニ タ リ用ステンレス製ハウジング （T17） のカバーの密閉

P01-PMD75xxx-17-xx-xx-xx-000

図 16: カバーの密閉

端子室と電子回路部のカバーをハウ ジングにかぶせ、 ネジで留めます。 こ のネジは、 カバーが固
定される まで手でし っか り と締めます （2 Nm （1.48 lbf ft） の ト ルク）。

3.4 設置後の確認

機器の設置後、 以下の点を確認し ます。
 すべてのネジがし っか り と締ま っているか。
 ハウジングカバーはし っか り と ネジで留められているか。
エン ド レスハウザー ジャパン 19



配線 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
4 配線

4.1 機器の接続

! 注意 ! 
 防爆区域で測定機器を使用する場合、 対応する国内規格および規制、 安全の しお り ま たは設

置 / 管理図面にし たがって機器を設置する必要があ り ます。
 過電圧保護機能付きの機器は接地する必要があ り ます。
 逆極性、 HF 影響、 過電圧ピークに対する保護回路が搭載されています。

 電源電圧がネームプレー ト 上の電源電圧と一致し ている必要があ り ます（→ 6ページ、セ ク シ ョ
ン 2.1.1 「ネームプレー ト 」）。

 電源電圧のス イ ッチを切ってから機器を接続し ます。
 端子室のハウジングカバーを取 り 外し ます。
 ケーブルをグ ラ ン ド に通し ます。 ケーブル仕様 ： → 21 ページ、 セ ク シ ョ ン 4.2.3
 以下の図面にし たがって機器を接続し ます。
 ハウジングカバーをネジで留めます。
 電源電圧のス イ ッチを入れます。

P01-xMx7xxxx-04-xx-xx-xx-009

図 17: FOUNDATION Fieldbus の電気接続

セク シ ョ ン 4.2.1 「電源電圧」、 21 ページ も参照し て く だ さい。

1 ハウ ジング

2 内部アース端子

3 外部アース端子

4 電源電圧 ： 非防爆バージ ョ ン ： DC 9 ～ 32 V

5 過電圧保護内蔵の機器には、 こ こに OVP （過電圧保護） のラベルが付いています。

4.1.1 7/8" プ ラグ付機器

7/8" コネク タのピンの配列

➀

➁

➂

➃

➄

FF FF

FF FF

A0011176

ピン 意味

1 信号 –

2 信号 +

3 未使用

4 アース

2

1 3

4+

– nc
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 配線
4.2 測定装置の接続

! 注意 ! 
ネ ッ ト ワーク構築および接地の詳細、 およびバスケーブルなどのバスシステム コ ンポーネ
ン ト の詳細については、機能説明書「FOUNDATION Fieldbus の概要」（BA00013S）や FOUNDATION
Fieldbus ガイ ド ラ イ ンなどを参照し て く ださい。

4.2.1 電源電圧

非防爆バージ ョ ン ： DC 9 ～ 32 V

! 注意 ! 
 防爆区域で測定機器を使用する場合、 対応する国内規格および規制、 安全の しお り ま たは設

置 / 管理図面にし たがって機器を設置する必要があ り ます。
 すべての防爆データは個別文書に記載されてお り 、 こ の文書はご要望によ り 入手可能です。

Ex 文書は、 防爆区域での使用が認可されたすべての機器に標準で提供されます。

4.2.2 消費電流値

15 mA ±1 mA、 ス イ ッ チオン電流は IEC 61158-2、 Clause 21 に準拠

4.2.3 ケーブル仕様

 シール ド付き 2 芯ツ イ ス ト ケーブルを使用し て く ださい （ケーブルタ イプ A を推奨）。
 端子 ： 配線断面積 0.5 ～ 2.5 mm2 （20 ～ 14 AWG）
 ケーブル外径 ： 5 ～ 9 mm （0.2 ～ 0.35 in）

! 注意 ! 
ケーブル仕様の詳細については、 機能説明書 「FOUNDATION Fieldbus の概要」 （BA00013S） 、
FOUNDATION Fieldbus ガイ ド ラ イ ン、 IEC 61158-2 （MBP） を参照し て く ださい。
エン ド レスハウザー ジャパン 21



配線 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
4.2.4 アース と遮蔽

セ ラバー S は外部アース端子などによ り 接地する必要があ り ます。

FOUNDATION Fieldbus ネ ッ ト ワーク で可能なアース と遮蔽には、 以下のよ う な方法があ り ます。
 絶縁設置 （IEC 61158-2 も参照）
 複数アースによ る設置
 容量性設置

4.3 過電圧保護 （オプシ ョ ン）

オーダーコード の機能 100 「追加オプシ ョ ン 1」 または機能 110 「追加オプシ ョ ン 2」 で 「M」 と
表示さ れている機器には、 過電圧保護機能が搭載さ れています （技術仕様書 （TI00383P） の
「注文情報」 も参照）。
 過電圧保護 ：

- 公称動作 DC 電圧 ： 600 V
- 公称放電電流 ： 10 kA

 サージ電流チェ ッ ク î = 20 kA ： 8/20 s （DIN EN 60079-14 に準拠） 指定
 避雷器 AC 電流チェ ッ ク I = 10 A 指定

# 危険 ! 
過電圧保護機能付きの機器は接地する必要があ り ます。

4.4 接続後の確認

機器の配線が完了し た ら、 以下の点を確認し ます。
 電源電圧がネームプレー ト の仕様と一致し ているか。
 機器がセ ク シ ョ ン 4.1 にし たがって接続されているか。
 すべてのネジがし っか り と締ま っているか。
 ハウジングカバーはし っか り と ネジで留められているか。

機器に電圧が加え られる と、 電子回路イ ンサー ト の緑色の LED が数秒間点灯するか、 接続済み
の機器本体デ ィ スプレ イが作動し ます。
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 操作
5 操作
オーダーコード の機能 20 「出力 ： 操作」 は、 選択可能な操作オプシ ョ ンに関する情報です。

5.1 機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン）

表示 / 操作には 4 行の液晶デ ィ スプレ イ （LCD） を使用し ています。 機器本体デ ィ スプレ イは、
測定値、 障害 メ ッ セージ、 および通知 メ ッ セージを表示し ます。
機器の液晶デ ィ スプレ イは 90 ° 単位で回転でき ます。
必要に応じ て機器の向き を変更し、 機器の操作と測定値の読取 り を簡単に行 う こ と ができ ます。

機能 ：
 8 桁の測定値表示 （符号、 小数点、 単位を含む）。
 バーグ ラ フ ： 圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク で設定された圧力レ ンジを基準 と し て現在の圧

力測定値をグ ラ フ ィ カルに表示し ます。 圧力レ ンジは、 「SCALE_IN」 パラ メ ータ を使用し て設
定し ます。

 簡単な総合 メ ニューガ イ ダン ス ： パラ メ ータが複数のレベル と グループに分割されています。
 メ ニューガ イ ダン スは 6 言語に対応（ド イ ツ語、英語、フ ラ ン ス語、スペイ ン語、日本語、中国語）。
 操作補助と し て各パラ メ ータには 3 桁の ID ナンバーが割 り 当て られています。
 言語、 表示切 り 替え、 コ ン ト ラ ス ト 設定、 他の測定値 （センサ温度など） の表示など、 個々の

要件や希望に合わせた表示を設定でき ます。
 包括的な診断機能 （障害および警告 メ ッ セージ、 最大表示など）。
 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューによ る迅速かつ安全な試運転調整。

P01-xxxxxxxx-07-xx-xx-en-011

オーダーコード 操作

P FOUNDATION Fieldbus、 外部操作、 LCD 機器本体デ ィ スプレ イ または本体外部の 1 キーを使用

Q FOUNDATION Fieldbus、 内部操作、 LCD 機器本体デ ィ スプレ イ または本体内部の 1 キーを使用

R FOUNDATION Fieldbus、 内部操作 機器本体デ ィ スプレ イ な し、 本体内部の 1 キーを使用

E+–
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操作 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
以下の表は、 機器本体デ ィ スプレ イに表示される記号を示し ます。 一度に 4 つの記号を表示でき
ます。

記号 意味

アラーム記号
– 記号の点滅 ： 警告 ： 機器は測定を継続し ます。

– 記号の常時点灯 ： エラー ： 機器は測定を停止し ます。

注意 ： ア ラーム記号は傾向記号の上に重ねて表示される場合があ り ます。

ロック記号
機器の操作がロ ッ ク されています。 機器のロ ッ ク解除については、 46 ページ、

セ ク シ ョ ン 5.7 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」 を参照し て く だ さい。

通信記号
通信によ るデータ送信

シミュレーション記号
シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が起動し ています。 シ ミ ュ レーシ ョ ンの DIP ス イ ッチ 

2 が 「On」 に設定されています。

→ 25 ページのセ ク シ ョ ン 5.2.1 「動作構成部品の位置」、 および 48 ページのシ

ミ ュ レーシ ョ ン も参照し て く ださい。

傾向記号（増加）
圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の第 １ の値が増加し ています。

傾向記号（減少）
圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の第 １ の値が減少し ています。

傾向記号（一定）
圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の第 １ の値が数分間一定に維持されています。
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 操作
5.2 動作部

5.2.1 動作構成部品の位置

T14 ハウジング （アル ミ ニウ ム またはステンレ ス） の操作キーは、 ハウジング外部の保護キ ャ ッ
プの下側、 または電子回路イ ンサー ト 上にあ り ます。 T17 ハウジング （ハイ ジェニ ッ ク ステンレ
ス） の操作キーは、 ハウジング内の電子回路イ ンサー ト 上にあ り ます。
また、 オプシ ョ ンの本体機器デ ィ スプレ イには 3 つの操作キーがあ り ます。

P01-xMD7xxxx-19-xx-xx-xx-075

図 18: 本体外部の保護フ ラ ッ プ下の操作キー

1 位置補正 （ゼロ点補正） および ト ータル

リ セ ッ ト 用の操作キー

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-106

図 19: 本体内部の操作キーおよび操作部

1 値が許容範囲にあ る こ と を示す緑色 LED

2 位置補正 （ゼロ点補正） および ト ータル

リ セ ッ ト 用の操作キー

3 オプシ ョ ンデ ィ スプレ イ用コネ ク タ

4 オプシ ョ ン HistoROM® 用コネ ク タ

5 測定値に該当するパラ メ ータのロ ッ ク / 

ロ ッ ク解除用の DIP ス イ ッ チ
6 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード の DIP ス イ ッ チ
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操作 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
5.2.2 動作構成部品の機能
（本体機器デ ィ スプレ イ未使用時）

機器本体の位置補正

! 注意 ! 
 操作ロ ッ ク解除をする必要があ り ます。 → 46 ページのセ ク シ ョ ン 5.7 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解

除」 を参照し て く ださい。
 機器は、 標準で圧力測定モード に設定されています。

- FF 設定プロ グ ラ ムによ る操作 ： 圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ クの
「PRIMARY_VALUE_TYPE」 および 「LINEARIZATION」 パラ メ ータ を使用し て、 測定モード
を変更し ます。

- デジ タル通信によ る操作 ： 「測定モード」 パラ メ ータ を使用し て測定モード を変更し ます。
- 「測定モード」 パラ メ ータ を使用し て測定モード を変更でき ます。 → 53 ページのセ ク シ ョ

ン 6.3 「言語および測定モード の選択」 を参照し て く ださい。
 加え られる圧力は、 センサの基準圧力限界内に収ま っている必要があ り ます。 ネームプレー ト

にあ る情報を参照し て く ださい。

位置補正を実施し ます。
1. 機器に圧力が表示されています。

2. キーを 3 秒以上押し ます。

3. 電子回路イ ンサー ト の LED が一時的に点灯し た場合、 位置補正用に印加された圧力が承認
されています。

LED が点灯し ない場合、 印加された圧力は承認されていません。 入力制限値にし たがって
く ださい。 エラー メ ッ セージについては、 63 ページのセ ク シ ョ ン 8.1 「 メ ッ セージ」 を
参照し て く ださい。

キー 意味

P02-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-107

– 位置補正 （ゼロ点補正） ： キーを 3 秒以上押し ます。 位置補正用に印加された

圧力が承認された場合、 電子回路イ ンサー ト の LED が一時的に点灯し ます。

 次の 「機器本体の位置補正」 セ ク シ ョ ン も参照し て く ださ い。

– ト ータル リ セ ッ ト ： キーを 12 秒以上押し ます。 リ セ ッ ト が実行された場合、

電子回路イ ンサー ト の LED が一時的に点灯し ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-134

– DIP ス イ ッ チ 1 ： 測定値に該当するパラ メ ータのロ ッ ク / ロ ッ ク解除用。

初期設定 ： オフ （ロ ッ ク解除）

→ 46 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.7 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」 参照。

– DIP ス イ ッ チ 2 ： シ ミ ュ レーシ ョ ンモード用

初期設定 ： オフ （シ ミ ュ レーシ ョ ンモード はオフです）

→ 48 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.8 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 参照。
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5.2.3 動作構成部品の機能 （本体機器デ ィ スプレ イ使用時）

キー 意味

O – 選択項目が上方向へ移動

– パラ メ ータ数値の入力

S – 選択項目が下方向へ移動

– パラ メ ータ数値の入力

F – 入力値の確定

– 次の項目へ移動

O および F
機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト 設定 ： 明る く する

S および F
機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト 設定 ： 暗 く する

O および S

ESC （エスケープ） 機能 ：

– 値を保存せずに編集モード を終了

– 機能グループの メ ニュー内 ： 初めて これらのキーを同時に押し た場合、 機能

グループ内の 1 つ前のパラ メ ータに戻る。 以降は、 キーを同時に押すたびに、

メ ニューの 1 つ上のレベルに移動

– 選択レベルの メ ニュー内 ： キーを同時に押すたびに、 メ ニューの 1 つ上のレ

ベルに移動

注意 ： 機能グループ、 レベル、 選択レベルの各用語については、 40 ページ、 セ

ク シ ョ ン 5.4.1 を参照し て く ださい。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-134

– DIP ス イ ッチ 1 ： 測定値に該当するパラ メ ータのロ ッ ク / ロ ッ ク解除用。

初期設定 ： オフ （ロ ッ ク解除）

– DIP ス イ ッチ 2 ： シ ミ ュ レーシ ョ ンモード用。

初期設定 ： オフ （シ ミ ュ レーシ ョ ンモード はオフです）
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操作 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
5.3 FOUNDATION Fieldbus イ ン ターフ ェ イス

5.3.1 システム構成

次の図の 2 つの例は、 一般的な FOUNDATION Fieldbus ネ ッ ト ワーク と関連する構成要素を示し
ます。

P01-xxxxxxxx-02-xx-xx-xx-001

図 20: FOUNDATION Fieldbus と関連する構成要素のシステム構成

FF-HSE ： 高速イーサネ ッ ト 、 FF-H1 ： FOUNDATION Fieldbus-H1、 LD ： リ ン ク機器 FF-HSE/FF-H1、

PS ： Bus 電源、 SB ： 安全保持器、 BT ： Bus 終端器

システムは、 次の方法で接続を確立でき ます。

- リ ン ク機器によ り 、 上位のフ ィ ール ド バス （高速イーサネ ッ ト （HSE） など） への接続が可能にな り ます。

- プロセス制御システムへの直接接続には、 FF-H1 接続カード が必要です。

! 注意 ! 
FOUNDATION Fieldbus の詳細については、 機能説明書 「FOUNDATION Fieldbus の概要」
（BA00013S） の 「Installation and Commissioning Guidelines」、 FOUNDATION Fieldbus の仕様書、
またはイ ン ターネ ッ ト の関連サイ ト （http://www. fieldbus.org） を参照し て く ださい。
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5.3.2 機器の数

エン ド レ スハウザーのセ ラバー S は、 FISCO モデルの要件を満た し ています。
FISCO に準拠し て設置された機器は、 消費電流が低いため、 1 つのバスセグ メ ン ト で以下の機器
を動作させる こ と ができ ます。

ハード ウ ェアバージ ョ ン 1.10 まで ：
- Ex ia、 CSA および FM IS 用途のセラバー S を最大 7 台

- 非防爆区域、 Ex nA など他のすべての用途でセラバー S を最大 25 台

ハード ウ ェアバージ ョ ン 02.00 以降 ：
- Ex ia、 CSA および FM IS 用途のセラバー S を最大 6 台

- 非防爆区域、 Ex nA など他のすべての用途でセラバー S を最大 24 台

1 つのバスセグ メ ン ト での測定機器の最大数は、 消費電流、 バス カプラーの性能、 および必要な
バスの長さによ って決ま り ます。

ハー ド ウ ェ アバージ ョ ン 1.10 以降では、 機器の電子回路イ ンサー ト にラベルが付加されていま
す。

5.3.3 操作

エン ド レ スハウザーの FieldCare 操作プロ グ ラ ム （→ 43 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.5 「FieldCare」 を
参照） など、 各 メ ーカーから設定用の専用操作プロ グ ラ ムを入手でき ます。 これらの設定プロ グ
ラ ムでは、 FF の各種機能および機器固有のすべてのパラ メ ータ を設定でき ます。 あ らかじめ定
義された機能ブロ ッ ク を使用する と、 ネ ッ ト ワークおよび機器のデータすべてに対し て均一なア
ク セスが可能にな り ます。

5.3.4 ネ ッ ト ワーク設定

機器を設定し て FF ネ ッ ト ワーク に統合するには、 以下が必要です。
 FF 設定プロ グ ラ ム
 Cff フ ァ イル （Common File Format ： *.cff、 *.fhx）
 デバイ スデス ク リ プシ ョ ン （DD ： *.sym、 *.ffo）

FOUNDATION Fieldbus から取得可能なあ らかじめ定義された標準 DD では、 測定機器の基本的
な機能を使用でき ます。 すべての機能を使用するには、 機器固有の DD が必要です。

以下に、 セ ラバー S のフ ァ イルの取得方法を示し ます。
 エン ド レ スハウザーの Web サイ ト （http://www.de.endress.com） FOUNDATION Fieldbus を

検索し て く ださい。
 FOUNDATION Fieldbus: の Web サイ ト （http://www.fieldbus.org）
 エン ド レ スハウザーの CD-ROM （オーダー番号 ： 56003896）

次のよ う に機器を FF ネ ッ ト ワーク に統合し ます。
 FF 設定プロ グ ラ ムを起動し ます。
 Cff フ ァ イルおよびデバイ スデス ク リ プシ ョ ンフ ァ イル （ffo、 *.sym、 *.cff、 または *.fhx フ ァ イ

ル） をシステムにダウ ン ロード し ます。
 イ ン ターフ ェ イ ス を設定し ます。 「注意」 を参照し て く ださ い。
 測定作業および FF システムに合わせて機器を設定し ます。

! 注意 ! 
 FF システムへの機器の統合の詳細については、 使用する設定ソ フ ト ウ ェ アの説明を参照し て

く ださい。
 フ ィ ール ド機器を FF システムに統合する場合は、 適切なフ ァ イルを使用し て く ださい。 必要

なバージ ョ ンを確認するには、 リ ソースブロ ッ ク の 「DEV_REV」 および 「DD_REV」 パラ メ ー
タ を使用し ます。

5.3.5 機器の識別情報と ア ド レス指定

FOUNDATION Fieldbus は、 ID コード を使用し て機器を識別し、 適切なフ ィ ール ド ア ド レ ス を自
動的に割 り 当てます。 ID コード は変更でき ません。
FF 設定プロ グ ラ ムを起動し、 機器をネ ッ ト ワーク に統合する と、 その機器はネ ッ ト ワークデ ィ
スプレ イに表示されます。 使用可能なブロ ッ クは機器名の下に表示されます。

デバイ スデス ク リ プシ ョ ンがロード されていない場合、 ブロ ッ クは 「Unknown」 または 「（UNK）」
と し て報告されます。
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セ ラバー S のレポー ト の内容を以下に示し ます。

P01-PMx7xxxx-05-xx-xx-xx-010

図 21: 接続確立後の、 設定プログラムでの標準的なセラバー S の表示

1 機器名

2 シ リ アル番号

5.3.6 セラバー S のブロ ッ クモデル

FOUNDATION Fieldbus では、 機器のすべてのパラ メ ータは機能特性 と タ ス ク に基づいて分類さ
れ、 一般的には 3 つの異なるブロ ッ クに割 り 当て られます。

FOUNDATION Fieldbus 機器には、 次のブロ ッ ク タ イプがあ り ます。
 リ ソースブロ ッ ク （機器ブロ ッ ク）

こ のブロ ッ ク には、 機器固有の機能がすべて含まれます。
 1 つまたは複数の ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク

ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク には、 機器の測定パラ メ ータおよび機器固有のパラ メ ータがすべ
て含まれます。 圧力や積算計などの測定原理は、 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク でマ ッ プされま
す。

 1 つまたは複数の機能ブロ ッ ク
機能ブロ ッ ク には、 機器の自動化機能が含まれます。 アナロ グ入力ブロ ッ クや PID ブロ ッ ク な
ど、 各機能ブロ ッ クは区別されます。 これらの機能ブロ ッ クはそれぞれ、 異なる用途の機能を
実行する ために使用されます。

自動化タ ス ク に応じ て、 FF 設定プロ グ ラ ムを使用し て機能ブロ ッ ク を接続する こ と ができ ます。
これによ り 、 機器が実装する制御機能がシンプルになる ため、 上位のプロセス制御システムの作
業負荷が軽減されます。

セ ラバー S には、 以下のブロ ッ ク が用意されています。
 リ ソースブロ ッ ク （機器ブロ ッ ク）
 4 つの ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク

- 圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
このブロ ッ クは、 出力変数 PRIMARY_VALUE および SECONDARY_VALUE を提供し ます。 測
定モード の選択、 リ ニア ラ イ ズ機能、 単位の選択などの測定作業に合わせて測定機器を設定
する ための測定パラ メ ータがすべて用意されています。

- サービ ス ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
こ のブ ロ ッ ク は出力変数 COUNTER P_PMAX、 PRESSURE_1_ MAX_ RESETTABLE、 お よ び
PRESSURE_1_AFTER_DAMPING を提供し ます。圧力 と温度の測定レ ンジの上限 / 下限の超過、
圧力と温度の最小 / 最大測定値、 および HistoROM 機能に対応するすべてのカ ウ ン タが用意
されています。

- 表示 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
このブロ ッ クは出力変数を返し ません。 「言語」 、 「デ ィ スプレ イ コ ン ト ラ ス ト 」 など、 機器
本体デ ィ スプレ イ を設定するパラ メ ータがすべて用意されています。

–

–
RS_XXXXXXXXXXX (RB2)

EH_CerabarS-XXXXXXXXXXXXXXXX

➀ ➁

TRD1_ (PCD)XXXXXXXXXXX

SERVICE_ (SERVICE)XXXXXXXXXXX

DIAGNOSTIC_ (DIAGNOSTIC)XXXXXXXXXXX

DISPLAY_ (DISP)XXXXXXXXXXX

AI1_ (AI)XXXXXXXXXXX

AI2_ (AI)XXXXXXXXXXX

DO_ (DO)XXXXXXXXXXX

PID_ (PID)XXXXXXXXXXX

ARTH_ (ARB)XXXXXXXXXXX

CHAR_ (SCB)XXXXXXXXXXX

ISEL_ (ISB)XXXXXXXXXXX

INTG_ (ITB)XXXXXXXXXXX

AALM_ (AALB)XXXXXXXXXXX

DI_ (DI)XXXXXXXXXXX
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- 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
こ のブ ロ ッ ク は出力変数を返し ません。 圧力 ト ラ ン スデューサーブ ロ ッ ク用のシ ミ ュ レー
シ ョ ン機能を備え、 圧力 と温度のア ラーム応答 と ユーザー限度を設定する ためのパラ メ ータ
が用意されています。

 8 つの機能ブロ ッ ク
- 2 つのアナロ グ入力ブロ ッ ク （AI）
- 離散出力ブロ ッ ク （DO）
- 離散入力ブロ ッ ク （DI）
- PID ブロ ッ ク （PID）
- 演算ブロ ッ ク （ARB）
- 信号特性ブロ ッ ク （SCB）
- 入力選択ブロ ッ ク （ISB）
- アナロ グア ラームブロ ッ ク （AALB）
- 積算ブロ ッ ク （IT）

前述のあ らかじめイ ン ス タ ン ス化されたブロ ッ ク に加え、 以下のブロ ッ ク も イ ン ス タ ン ス化でき
ます。
 3 つのアナロ グ入力ブロ ッ ク （AI）
 1 つの離散出力ブロ ッ ク （DO）
 1 つの離散入力ブロ ッ ク （DI）
 1 つの PID ブロ ッ ク （PID）
 1 つの演算ブロ ッ ク （ARB）
 1 つの信号特性ブロ ッ ク （SCB）
 1 つの入力選択ブロ ッ ク （ISB）
 1 つのアナロ グア ラームブロ ッ ク （AALB）
 1 つの積算ブロ ッ ク （IT）

セ ラバー S では、 あ らかじめイ ン ス タ ン ス化されたブロ ッ ク を含む、 合計 20 個のブロ ッ ク を イ
ン ス タ ン ス化でき ます。 ブロ ッ ク のイ ン ス タ ン ス化については、 使用する設定プロ グ ラ ムの該当
の取扱説明書を参照し て く ださい。

! 注意 ! 
エン ド レ スハウザーのガイ ド ラ イ ン BA00062S を参照し て く ださい。
このガイ ド ラ イ ンでは、FOUNDATION Fieldbus の仕様書 FF 890 ～ 894 に記載される標準的な機
能ブロ ッ ク の概要を説明し ています。
これは、 エン ド レ スハウザーのフ ィ ール ド機器に実装されるブロ ッ ク を使用するオペレータ向け
のガイ ド ラ イ ンです。
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機器納入時のブロ ッ ク構成

以下のブロ ッ ク モデルは、 機器の納入時のブロ ッ ク構成を示し ます。

P01-PMx7xxxx-02-xx-xx-en-006

図 22: 機器納入時のブロ ッ ク構成

圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ クは、 第 １ の値 （圧力測定値） と第 ２ の値 （センサ温度） を返し
ます。 第 １ の値と第 ２ の値は、 「CHANNEL」 パラ メ ータによ り 、 それぞれアナロ グ入力ブロ ッ ク
に転送されます （次のセ ク シ ョ ン も参照）。
離散出力、 離散入力、 PID、 演算、 信号特性、 入力選択、 積算、 アナロ グア ラームの各ブロ ッ ク
は、 納入時の構成では接続されません。 （IT、 DI）

! 注意 ! 
リ ソースブロ ッ ク の 「 リ ス ター ト 」 パラ メ ータの 「Default」 オプシ ョ ンを使用する と、 ブロ ッ ク
間の リ ン ク が削除され、 FF パラ メ ータはデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
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5.3.7 ト ラ ンスデューサーブロ ッ ク （CHANNEL） の割当て

アナログ入力ブロ ッ クの設定

離散出力ブロ ッ クの設定

プロセス変数 トランスデューサー
ブロック

パラメータ名 アナログ入力ブロックの 
CHANNEL パラメータ

第 １ の値 （測定モード に基づ

く 圧力値またはレベル値）1) 

1) アナロ グ入力ブロ ッ ク 1 の初期設定

圧力

ト ラ ン スデューサー

ブロ ッ ク

第 １ の値 1

第 ２ の値

（センサ温度）2)

2) アナロ グ入力ブロ ッ ク 2 の初期設定

第 ２ の値

（センサ温度）

2

ダンピング後の圧力 サービ ス ト ラ ン ス

デューサーブロ ッ ク

PRESSURE_1_AFTER_

DAMPING/ 圧力

3

最大測定値 PRESSURE_1_MAX_

RESTABLE/

最大測定温度

4

圧力の最大設定ユーザー限度

の超過カ ウ ン タ

カ ウ ン タ : P > Pmax 5

プロセス変数 トランスデューサー
ブロック

パラメータ名 離散出力ブロックの 
CHANNEL パラメータ

圧力の最大設定ユーザー限度

の超過カ ウ ン タ1)

1) 初期設定

サービ ス

ト ラ ン スデューサー

ブロ ッ ク

カ ウ ン タ : P > Pmax 1
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離散入力ブロ ッ クの設定

アラーム状態 トランスデューサー
ブロック

パラメータ名 離散入力ブロックの 
CHANNEL パラメータ

一般的な機器エラー

診断

ト ラ ン スデューサー

ブロ ッ ク

診断コード

1

設定エラー 2

センサ過圧 3

センサの圧力不足 4

センサ過熱 5

センサの温度不足 6

ダ イ ヤフ ラ ム破損 7

電子回路の過熱 8

電子回路の温度不足 9

温度伝送器のオーバーラ イ ド 10

圧力伝送器のアンダーラ イ ド 11

最小圧力プロセスアンダーラ ン 12

最大圧力プロセスオーバーラ ン 13

最低温度プロセスアンダーラ ン 14

最高温度プロセスオーバーラ ン 15
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 操作
5.3.8 エン ド レスハウザーのパラ メ ータの索引表

次の表は、 リ ソースブ ロ ッ ク、 ト ラ ン スデューサーブ ロ ッ ク、 およびアナロ グ入力ブ ロ ッ ク の
メ ーカー固有の機器パラ メ ータ を示し ます。 FF パラ メ ータ については、 FF 仕様書ま たはセ ラ
バー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S の取扱説明書 （BA00303P） を参照し て く ださ い
（→ 2 ページ）。

説明に関する注釈

データ型
 DS ： データ構造 （Unsigned8、 オ ク テ ッ ト 文字列などのデータ型）
 Float ： IEEE 754 形式
 可視文字列 ： ASCII コード化
 Unsigned ：

- Unsigned8 ： 値範囲 = 0 ～ 255
- Unsigned16 ： 値範囲 = 0 ～ 65535
- Unsigned32 ： 値範囲 = 0 ～ 4294967295

ス ト レージ ク ラ ス
 Cst ： 定数パラ メ ータ
 D ： 動的パラ メ ータ
 N ： 不揮発性パラ メ ータ
 S ： 静的パラ メ ータ

書込パラ メ ータの場合、 「ブロ ッ ク モー ド」 列にはパラ メ ータの書込みが可能なブロ ッ ク モー ド
が記載されています。 OOS ブロ ッ ク モード では、 一部のパラ メ ータのみ書込みが可能です。
「 リ セ ッ ト コード」 列には、 リ セ ッ ト コード の リ セ ッ ト 対象パラ メ ータが記載されています。

リ ソースブロ ッ ク

DD のパラメータ名 パラメータ名「Label 
parameter」オプションおよ
び FieldCare での表示

索引 データ型 サイズ
（バイト）

スト
レージ
クラス

読取り 書込み ブロック
モード

リセット
コード

DEVICE_DIALOG DEVICE DIALOG 42 Unsigned8 1 D x

SW_LOCK INSERT PIN NO 43 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

STATUS_LOCKING DD= STATUS LOCKING
FieldCare= LOCKSTATE

44 Unsigned8 1 D x

HARDWARE_REVISION HARDWARE REV. 45 可視文字列 8 S x

ELECTRONIC_SERIAL_NUMBER ELECTR. SERIAL NO. 46 可視文字列 16 D x

PROCESS_CONNECTION_TYPE PROC. CONN. TYPE 47 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS

MAT_PROC_CONN_POS MAT. PROC. CONN. + 48 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS

MAT_PROC_CONN_NEG MAT. PROC. CONN. - 49 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS

SEAL_TYPE SEAL TYPE 50 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS

UP_DOWN_FEATURE_SUPPORTED DD= UP DOWN FEATURE 
SUPPORTED
FieldCare= not supported.

51 Unsigned8 1 S x

UP_DOWN_CTRL DD= UP DOWN CTRL
FieldCare= not supported.

52 Unsigned8 1 D x x

UP_DOWN_PARAMETER DD= UP DOWN PARAMETER
FieldCare= not supported.

53 可視文字列 32 D x x

SCI_OCTET_STRING DD= SCI_OCTET_STRING
FieldCare= not supported.

54 可視文字列 40 S x x

CAPABILITY_LEVEL DD= CAPABILITY LEVEL
FieldCare= not supported.

55 Unsigned8 1 S x

ENP_VERSION DD= ENP VERSION
FieldCare= not supported.

56 可視文字列 32 S x

DEVICE_TAG DD= DEVICE TAG
FieldCare= PD TAG

57 可視文字列 32 S x x

SERIAL_NUMBER DD= DEVICE SERIAL NUMBER
FieldCare= DEVICE SERIAL No

58 可視文字列 16 S x x

ORDER_CODE DD= ORDER NUMBER
FieldCare= DEVICE DESIGN.

59 可視文字列 32 S x x

FIRMWARE_VERSION DD= FIRMWARE VERSION
FieldCare= SOFTWARE VERSION

60 可視文字列 32 S x

RESSOURCE_DIR DD= RESOURCE DIRECTORY
FieldCare= not supported.

61 Unsigned8 10 S x
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操作 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
圧力 ト ラ ンスデューサーブロ ッ ク

DD のパラメータ名 パラメータ名「Label 
parameter」オプションお
よび FieldCare での表示

索引 データ型 サイズ
（バイト）

スト
レージ
クラス

読取り 書込み ブロック
モード

リセット
コード

DEVICE_DIALOG DEVICE DIALOG 31 Unsigned8 1 D x

SW_LOCK INSERT PIN NO 32 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

STATUS_LOCKING DD= STATUS LOCKING
FieldCare= LOCKSTATE

33 Unsigned8 1 D x

LINEARIZATION LINEARIZATION 34 Unsigned8 2 S x x OOS 7864, 333

SCALE_IN SCALE IN 35 DS-68 11 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

SCALE_OUT SCALE OUT 36 DS-68 11 S x x OOS 7864, 333

DAMPING_VALUE DAMPING VALUE 37 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

ZERO_POSITION_ADJUST POS. ZERO ADJUST 38 Unsigned8 1 D x x AUTO、 OOS

POSITION_INPUT_VALUE POS. INPUT VALUE 39 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333, 
2509

CALIBRATION_OFFSET CALIB. OFFSET 40 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333, 
2509

CUSTOMER_UNIT_PRESSURE CUSTOMER UNIT P 41 可視文字列 8 S x x AUTO、 OOS 7864

CUSTOMER_FACTOR_UNIT_PRESS CUST. UNIT. FACT. P 42 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864

LOW_TRIM_MEASURED LO TRIM MEASURED 43 Float 4 S x 2509

HIGH_TRIM_MEASURED HI TRIM MEASURED2 44 Float 4 S x 2509

LEVEL_MODE LEVEL MODE 45 Unsigned8 1 S x x OOS 7864, 333

LINEAR_MEASURAND LIN. MEASURAND 46 Unsigned8 1 S x x OOS 7864, 333

LINEARIZED_MEASURAND LINd. MEASURAND 47 Unsigned8 1 S x x OOS 7864, 333

COMBINED_MEASURAND COMB. MEASURAND 48 Unsigned8 1 S x x OOS 7864, 333

DENSITY_UNIT DENSITY UNIT 49 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

HEIGHT_UNIT HEIGHT UNIT 50 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

CUSTOMER_HEIGHT_UNIT CUSTOMER UNIT H 51 可視文字列 8 S x x AUTO、 OOS 7864

CUSTOMER_UNIT_FACTOR_HEIGHT CUST. UNIT. FACT. H 52 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864

VOLUME_UNIT UNIT VOLUME 53 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

CUSTOMER_UNIT_VOLUME CUSTOMER UNIT V 54 可視文字列 8 S x x AUTO、 OOS 7864

CUSTOMER_UNIT_FACTOR_VOLUME CUST. UNIT. FACT. V 55 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864

MASS_UNIT MASS UNIT 56 Unsigned16 2 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

CUSTOMER_UNIT_MASS CUSTOMER UNIT M 57 可視文字列 8 S x x AUTO、 OOS 7864

CUSTOMER_UNIT_FACTOR_MASS CUST. UNIT. FACT. M 58 Float 8 S x x AUTO、 OOS 7864

CALIBRATION_MODE CALIBRATION MODE 59 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

ADJUST_DENSITY ADJUST DENSITY 60 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

ZERO_POSITION ZERO POSITION 61 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

EMPTY_CALIBRATION EMPTY CALIB. 62 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

FULL_CALIBRATION FULL CALIB. 63 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

TANK_VOLUME TANK VOLUME 64 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

TANK_HEIGHT TANK HEIGHT 65 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

HUNDRED_PERCENT_VALUE 100% POINT 66 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

LEVEL_MIN LEVEL MIN. 67 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

LEVEL_MAX LEVEL MAX. 68 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

PROCESS_DENSITY PROCESS DENSITY 69 Float 4 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

LINEARIZATION_TABLE_SELECTION TABLE SELECTION 70 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 7864, 333

LINEARIZATION_EDIT_MODE LIN. EDIT MODE 71 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 7864

LINEARIZATION_TABLE_PRE_EDIT EDITOR TABLE 72 Unsigned8 1 D x x

LINEARIZATION_TABLE_INDEX LINE-NUMB: 73 Unsigned8 1 D x x

LINEARIZATION_TABLE_X_VALUE X-VAL: 74 Float 4 S x x 7864, 333

LINEARIZATION_TABLE_Y_VALUE Y-VAL: 75 Float 4 S x x 7864, 333

LINEARIZATION_TABLE_POST_EDIT EDITOR TABLE 76 Unsigned8 1 D x x OOS

LINEARIZATION_TABLE_POST_VIEW MEASURING TABLE 77 Unsigned8 1 D x x

LEVEL_TANK_DESCRIPTION TANK DESCRIPTION 78 可視文字列 32 S x x AUTO、 OOS 7864

SENSOR_PRESSURE SENSOR PRESSURE 79 Float 4 D x

PRESSURE PRESSURE 80 Float 4 D x

LEVEL_BEFORE_LINEARISATION LEVEL BEFORE LIN 81 Float 4 D x

SENSOR_MEAS_TYPE SENSOR MEAS. TYPE 82 Unsigned16 2 D x

LEVEL_SELECTION LEVEL SELECTION 83 Unsigned8 1 S x x OOS

HEIGHT_UNIT_EASY HEIGHT UNIT 84 Unsigned16 2 S x x OOS

OUTPUT_UNIT_EASY OUTPUT UNIT 85 Unsigned16 2 S x x

CALIBRATION_MODE_EASY CALIBRATION MODE 86 Unsigned8 1 S x x OOS

DENSITY_UNIT_EASY DENSITY UNIT 87 Unsigned16 2 S x x OOS

ADJUST_DENSITY_EASY ADJUST DENSITY 88 Float 4 S x x OOS 7864, 333

EMPTY_HEIGHT_EASY EMPTY HEIGHT 89 Float 4 S x x OOS 7864, 333

FULL_HEIGHT_EASY FULL HEIGHT 90 Float 4 S x x OOS 7864, 333

PROCESS_DENSITY_EASY PROCESS DENSITY 91 Float 4 S x x OOS 7864, 333

MEASURED_LEVEL_EASY MEAS. LEVEL EASY 92 Float 4 D x

FULL_CALIBRATION_EASY FULL CALIB. 93 Float 4 S x x OOS 7864, 333

EMPTY_CALIBRATION_EASY EMPTY CALIB. 94 Float 4 S x x OOS 7864, 333

FULL_PRESSURE_EASY FULL PRESSURE 95 Float 4 S x x OOS 7864, 333

EMPTY_PRESSURE_EASY EMPTY PRESSURE 96 Float 4 S x x OOS 7864, 333
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 操作
サービス ト ラ ンスデューサーブロ ッ ク

表示 ト ラ ンスデューサーブロ ッ ク

DD のパラメータ名 パラメータ名「Label 
parameter」オプションお
よび FieldCare での表示

索引 データ型 サイズ
（バイト）

スト
レージ
クラス

読取り 書込み ブロック
モード

リセット
コード

DEVICE_DIALOG DEVICE DIALOG 11 Unsigned8 1 D x

SW_LOCK INSERT PIN NO 12 Unsigned16 2 S x x 7864, 333

STATUS_LOCKING STATUS LOCKING 13 Unsigned8 1 D x

CONFIGURATION_COUNTER CONFIG RECORDER 14 Unsigned16 2 S x

ELECTRONICS_TEMPERATURE PCB TEMPERATURE 15 Float 4 D x

ELECTRONICS_TEMP_LOW_LIMIT Allowed Min. TEMP 16 Float 4 S x

ELECTRONICS_TEMP_HIGH_LIMIT Pmax ELECTRONICS 17 Float 4 S x

PMAX_PROC_CONN Pmax PROC. CONN. 18 Float 4 S x x AUTO、 OOS

SENSOR_MEAS_TYPE SENSOR MEAS. TYPE 19 Unsigned16 2 S x

SENSOR_MIN_ABSOLUTE_LIMIT Pmin SENSOR. DAMAGE 20 Float 4 S x

SENSOR_MAX_ABSOLUTE_LIMIT Pmax SENS. DAMAGE 21 Float 4 S x

SENSOR_TEMP_LOW_LIMIT Tmin SENSOR 22 Float 4 S x

SENSOR_TEMP_HIGH_LIMIT Tmax SENSOR 23 Float 4 S x

SENSOR_HARDWARE_REV SENS H/WARE REV 24 Unsigned8 1 S x

COUNTER P_MAX COUNTER: P > Pmax 25 DS-65 5 S x

MAX_MEASURED_PRESSURE MAX. MEAS. PRESS. 26 DS-65 5 S x

COUNTER_PMIN COUNTER: P < Pmin 27 Unsigned16 2 S x

MIN_MEASURED_PRESSURE MIN. MEAS. PRESS. 28 Float 4 S x

COUNTER_TMAX COUNTER: T > Tmax 29 Unsigned16 2 S x

MAX_MEASURED_TEMP MAX. MEAS. TEMP. 30 Float 4 S x

COUNTER_TMIN COUNTER: T < Tmin 31 Unsigned16 2 S x

MIN_MEASURED_TEMP MIN. MEAS. TEMP. 32 Float 4 S x

ELECTRONIC_OVER_TEMP_COUNTER PCB COUNT: T > Tmax 33 Unsigned16 2 S x

 ELECTRONIC_OVER_TEMPERATURE PCB MAX. TEMP 34 Float 4 S x

ELECTRONIC_UNDER_TEMP_COUNTER PCB COUNT: T < Tmin 35 Unsigned16 2 S x

ELECTRONIC_UNDER_TEMPERATURE PCB MIN. TEMP. 36 Float 4 S x

RESET_PEAK_HOLD RESET PEAKHOLD 37 Unsigned8 1 D x x AUTO、 OOS

PRESSURE PRESSURE 38 DS-65 5 D x

CORRECTED_PRESSURE CORRECTED PRESS. 39 Float 4 D x

MEASURED_VALUE_TREND MEAS. VAL. TREND 40 Unsigned8 1 D x

MAX_TURNDOWN MAX TURNDOWN1 41 Float 4 S x x

SENSOR_CHANGES SENSOR CHANGES 42 Unsigned16 2 S x x

PRESSURE_PEAK_HOLD_STEP P. PEAKHOLD. STEP 43 Float 4 S x x

TEMP_PEAK_HOLD_STEP T. PEAKHOLD. STEP 44 Float 4 S x x

ACCELERATION_OF_GRAVITY ACC. OF GRAVITY 45 Float 4 S x x OOS

CREEP_FLOW_HYST CREEP FLOW HYST. 46 Float 4 S x x OOS

HISTOROM_SAVING_CYCLE_TIME HIST. SAVING CYCL 47 Unsigned8 1 S x x

HISTOROM_AVAIBLE HistoROM AVAIL. 48 Unsigned8 1 S x

DOWNLOAD_SELECTION DOWNLOAD SELECT. 49 Unsigned8 1 D x x

HISTOROM_CONTROL HistoROM CONTROL 50 Unsigned8 1 D x x

PRESSURE_UNIT PRESS. ENG. UNIT 51 Unsigned16 2 S x

TEMPERATURE_UNIT TEMP. ENG. UNIT 52 Unsigned16 2 S x

INPUT_PRESSURE_INVERSION INP.PRESS INVERS 53 Unsigned8 1 S x x

DD のパラメータ名 パラメータ名「Label 
parameter」オプションお
よび FieldCare での表示

索引 データ型 サイズ
（バイト）

スト
レージ
クラス

読取り 書込み ブロック
モード

リセット
コード

DEVICE DIALOG DEVICE DIALOG 10 Unsigned8 1 D x

DISPLAY_MAINLINE_CONTENT MAIN LINE CONT. 11 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 1864

DISPLAY_MAINLINE_FORMAT MAIN DATA FORMAT 12 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 1864

DISPLAY_ALTERNATING_VALUES ALTERNATE DATA 13 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 1864

DISPLAY_CONTRAST DISPLAY CONTRAST 14 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 1864

DISPLAY_LANGUAGE LANGUAGE 15 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS 1864

SIL_DIGITS_TEST_STRING DIGITS SET 16 可視文字列 16 D x
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操作 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
診断 ト ラ ンスデューサーブロ ッ ク

アナログ入力ブロ ッ ク

DD のパラメータ名 パラメータ名「Label 
parameter」オプションお
よび FieldCare での表示

索引 データ型 サイズ
（バイト）

ストレージ
クラス

読取り 書込み ブロック
モード

リセット
コード

DEVICE_DIALOG DEVICE DIALOG 10 Unsigned8 1 D x

SW_LOCK INSERT PIN NO 11 Unsigned16 2 S x x 7864, 333

STATUS_LOCKING DD= STATUS LOCKING
FieldCare= LOCKSTATE

12 Unsigned8 1 D x

SIMULATION_MODE SIMULATION MODE 13 Unsigned8 1 D x x

SCALE_OUT_UNITS_INDEX UNITS_INDEX 14 Unsigned16 2 S x 7864

SIMULATED_VALUE SIMULATED VALUE 15 Float 4 D x x

SIMULATION_ERROR_NUMBER SIM. ERROR NO. 16 Unsigned16 2 D x x

ALARM_STATUS ALARM STATUS 17 Unsigned16 2 D x

LAST_DIAGNOSTIC_CODE LAST DIAG. CODE 18 Unsigned16 2 D x

ACKNOWLEDGE_ALARM_MODE ACK. ALARM MODE 19 Unsigned8 1 S x x 7864

ACKNOWLEDGE_ALARM ACK. ALARM 20 Unsigned8 1 D x x

RESET_ALL_ALARMS RESET ALL ALARMS 21 Unsigned8 1 D x x

ERROR_NUMBER ERROR NO. 22 Unsigned16 2 D x x

SELECT_ALARM_TYPE SELECT ALARMTYPE 23 Unsigned8 1 D x x

ALARM_DELAY ALARM DELAY 24 Float 4 S x x 7864

ALARM_DISPLAY_TIME ALARM DISPL. TIME 25 Float 4 S x x 7864

PRESSURE_UNIT PRESS. ENG. UNIT 26 Unsigned16 2 S x 7864, 333

PMIN_ALARM_WINDOW Pmin ALARM WINDOW 27 Float 4 S x x 7864

PMAX_ALARM_WINDOW Pmax ALARM WINDOW 28 Float 4 S x x 7864

TEMPERATURE_UNIT TEMP. ENG. UNIT 29 Unsigned16 2 S x 7864, 333

TMIN_ALARM_WINDOW Tmin. ALARM WINDOW 30 Float 4 S x x 7864

TMAX_ALARM_WINDOW Tmax. ALARM WINDOW 31 Float 4 S x x 7864

ENTER_RESET_CODE ENTER RESET CODE 32 Unsigned16 2 D x x

OPERATING_HOURS OPERATING HOURS 33 Unsigned32 4 S x

STATUS_HISTORY STATUS HISTORY 34 可視文字列 18 D x

DD のパラメータ名 パラメータ名「Label 
parameter」オプションおよび 
FieldCare での表示

索引 データ型 サイズ
（バイト）

ストレージ
クラス

読取り 書込み ブロック
モード

リセット
コード

FSAFE_TYPE FAIL SAFE TYPE 37 Unsigned8 1 S x x OOS、 MAN

FSAFE_VALUE DD= FAIL SAFE VALUE
FieldCare= not supported.

38 Float 4 S x x AUTO、 OOS、
MAN

HIHI_ALM_OUT_D DD= High High Alarm Output Discete
FieldCare= not supported.

39 DS66 2 D x x AUTO、 OOS、
MAN

HI_ALM_OUT_D DD= High Alarm Output Discrete
FieldCare= not supported.

40 DS66 2 D x x AUTO、 OOS、
MAN

LO_ALM_OUT_D DD= Low Alarm Output Discrete
FieldCare= not supported.

41 DS66 2 D x x AUTO、 OOS、
MAN

LOLO_ALM_OUT_D DD= Low Low Alarm Output Discrete
FieldCare= not supported.

42 DS66 2 D x x AUTO、 OOS、
MAN

ALARM_MODE DD= Select Alarm Mode
FieldCare= not supported.

43 Unsigned8 1 S x x AUTO、 OOS、
MAN

ALARM_OUT_D DD= Alarm Output Discrete
FieldCare= not supported.

44 DS66 2 D x x AUTO、 OOS、
MAN

BLOCK_ERR_DESC_1 DD= Block Error Description
FieldCare= not supported.

45 Unsigned32 4 D x AUTO、 OOS、
MAN
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 操作
5.3.9 手順

FOUNDATION Fieldbus の仕様には、 機器の操作を簡単に行 う ための手順の使用が含まれます。
手順は一連の イ ン タ ラ ク テ ィ ブな ス テ ッ プであ り 、 こ れら のス テ ッ プを指定さ れた順序で実行
し、 機器の特定の機能を設定し ます。

セ ラバー S には、 以下の手順が用意されています。
 伝送器データ、 プロセス接続 （ リ ソースブロ ッ ク）
 言語、 表示 （表示ブロ ッ ク）
 操作、 診断、 ア ラーム表 （診断ブロ ッ ク）
 伝送器データ、 プロセス接続、 センサデータ、 プロセス値、 ピーク値の保持表示、 操作、 シス

テム 1 （サービ スブロ ッ ク）
 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ、 セ ッ ト ア ッ プ、 校正、 センサデータ、 プロセス値、 センサ ト リ ム （ ト

ラ ン スデューサーブロ ッ ク）

! 注意 ! 
手順の詳細については、 使用する FF 設定プロ グ ラ ムの説明を参照し て く ださい。
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操作 セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
5.4 現場操作 （機器本体デ ィ スプレ イ使用時）

機器本体デ ィ スプレ イ を接続し ている場合、 3 つの操作キーを使用し て操作 メ ニューを移動でき
ます （→ 27 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.2.3 「動作構成部品の機能 （本体機器デ ィ スプレ イ使用時）」 を
参照）

5.4.1 メ ニューの構造

メ ニ ューは 4 つのレベルに分割されています。 上位の 3 つのレベルは メ ニ ュー内の移動に使用
し、最下層のレベルは数値の入力、オプシ ョ ンの選択および保存に使用し ます。すべての メ ニュー
については、 セ ク シ ョ ン 10.1 「 メ ニュー」 に図示されています。
測定 メ ニューの構造は選択する測定モード に応じ て異な り ます。 た と えば、測定モード に 「圧力」
を選択し た場合は、 この測定モード に必要な機能のみが表示されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-097

図 23: メ ニューの構造

1 第 1 選択レベル

2 第 2 選択レベル

3 機能グループ

4 パラ メ ータ

! 注意 ! 
「言語」 および 「測定モー ド」 パラ メ ータは、 第 1 選択レベルで機器本体デ ィ スプレ イ を使用す
る場合にのみ表示されます。 FieldCare では、 「言語」 パラ メ ータは 「デ ィ スプレ イ」 グループに
表示され、 「測定モー ド」 パラ メ ータは 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニ ューまたは 「セ ッ ト ア ッ
プ」 機能グループに表示されます。  セ ク シ ョ ン 10.1 「 メ ニュー」 も参照し て く ださい。

➀

➂

➁

➃
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セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75 操作
5.4.2 オプシ ョ ンの選択

例 ： メ ニュー言語と し て 「日本語 （ﾆﾎﾝｺﾞ）」 を選択し ます。

5.4.3 値の編集

例：「ダンピング値」 機能を 2.0 秒から 30.0 秒に変更し ます。→ 27 ページのセ ク シ ョ ン 5.2.3 「動
作構成部品の機能 （本体機器デ ィ スプレ イ使用時）」 を参照し て く ださい。

機器本体ディスプレイ 操作

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-017

現在 「English （英語）」 が メ ニュー言語 と し て選択

されています。 メ ニ ューテキス ト の前にあ る  は、

そのオプシ ョ ンが現在選択されている こ と を示し ま

す。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-033

「+」 または 「-」 を使用し て、 メ ニュー言語に

「ニホンゴ （JPN）」 を選択し ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-034

1. 「E」 を押し て選択を確定し ます。 メ ニ ューテキ

ス ト の前にあ る  は、 そのオプシ ョ ンが現在選

択されている こ と を示し ます （日本語が選択さ

れています）。

2. 「E」 を押し て次の メ ニューに移動し ます。

機器本体ディスプレイ 操作

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-023

機器本体デ ィ スプレ イに変更するパラ メ ータが表示

されています。 黒に反転表示された値を変更でき ま

す。 単位 「s」 は、 あ らかじめ指定されてお り 変更

でき ません。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-027

1. 「+」 または 「-」 を押し て、 編集モード に入 り ま

す。

2. 最初の 1 桁が黒に反転表示されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-028

1. 「+」 キーを使用し て 「2」 を 「3」 に変更し ます。

2. 「E」 キーを押し て 「3」 を確定し ます。 カーソ

ルが次の位置に移動し ます （黒の反転表示部

分）。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-029

小数点が黒に反転表示されます。 こ の桁を編集する

こ と ができ ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-030

1. 「0」 が表示される まで 「+」 または 「–」 を押し

ます。

2. 「E」 キーを押し て 「0」 を確定し ます。

カーソルが次の位置に移動し ます。 が表示さ

れ、 黒に反転表示されます。 次の図を参照し

て く ださい。
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5.4.4 機器に表示された圧力を値と し て承認

例 ： 位置補正を実施し ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-031

「E」 を押し て新しい値を保存し、 編集モード を終了

し ます。  次の図を参照し て く だ さい。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-032

新しいダンピング値が 30.0 秒に設定されま し た。

– 「E」 を押し て次のパラ メ ータに移動し ます。

– 「+」 または 「-」 を押し て編集モード に戻 り ます。

機器本体ディスプレイ 操作

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-158

機器本体デ ィ スプレ イのボ ト ム ラ イ ンに、 現在の圧

力値が表示されています （こ の例では 0.5 kPa）。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-159

「+」 または 「-」 を使用し て、 「確定」 オプシ ョ ンに

切 り 替えます。 ア ク テ ィ ブなオプシ ョ ンが黒に反転

表示されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-037

「E」 キーを使用し て、 値 （0.5 kPa） を 「ゼロ点補

正」 パラ メ ータに割 り 当てます。 機器は調整内容を

確定し、 パラ メ ータ （この例では 「ゼロ点補正」）

に戻 り ます （次の図を参照）。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-en-160

「E」 を押し て次のパラ メ ータに移動し ます。

機器本体ディスプレイ 操作
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5.5 FieldCare

FieldCare は、FDT テ ク ノ ロ ジーに基づいたエン ド レ スハウザーのプラ ン ト 資産管理ツールです。
FieldCare を使用すれば、 エン ド レ スハウザーのすべての機器だけでな く 、 FDT 規格に準拠し た
サード パーテ ィ の機器も設定する こ と ができ ます。ハード ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ ア要件はイ ン ター
ネ ッ ト で確認でき ます：www.endress.com  国を選択  FieldCare を検索  FieldCare  技術情報

FieldCare は、 以下の機能をサポー ト し ています。
 伝送器のオフ ラ イ ンモードおよびオン ラ イ ンモード の設定
 機器データのロードおよび保存 （ア ッ プロード / ダウ ン ロード）
 HistoROM®/ M-DAT 解析
 測定ポイ ン ト の文書化

接続オプシ ョ ン ：
 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 と  ToF アダプタ FXA291（USB）によ るサービ ス イ ン ターフ ェ イ ス接続

詳細については、 www.endress.com を参照し て く ださい。

5.6 HistoROM®/ M-DAT （オプシ ョ ン）

HistoROM®/ M-DAT は、電子回路イ ンサー ト に取 り 付け られる メ モ リ モジュールであ り 、以下の
機能を備えます。
 設定データのバッ ク ア ッ プコ ピー
 伝送器間の設定データのコ ピー
 圧力と センサ温度の測定値の循環的な記録
 ア ラーム、設定の変更、圧力 / 温度の測定レ ンジやユーザー限度の下限 / 上限の超過カ ウ ン タ、

などの各種イベン ト の記録

# 危険 ! 
HistoROM®/ M-DAT の電子回路イ ンサー ト に対する取 り 外し と取 り 付けは、必ず電源を切断し た
状態で行って く ださい。

! 注意 ! 
 HistoROM®/ M-DAT は、 いつでも組み込むこ と ができ ます （オーダー番号 ： 52027785）。
 HistoROM®/ M-DAT に保存されたデータ と イベン ト を分析 / 評価するには、 エン ド レ スハウ

ザーの FieldCare 操作プロ グ ラ ムが必要です。 「HistoROM/ M-DAT」 オプシ ョ ンを指定し て注
文し た機器には、 この操作プロ グ ラ ムおよびマニュ アル付きの CD が付属し ます。
→ 43 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.5 「FieldCare」 参照。 FF 設定プロ グ ラ ムを使用する と、 伝送器間
の設定データのコ ピーも可能にな り ます。

 HistoROM ®/ M-DAT を電子回路イ ンサー ト に取 り 付けて機器に電源を再投入する と、
HistoROM のデータ と機器のデータは分析されます。 分析時に、 「W702、 HistoROM データが
一致し ません。」 および 「W706、 HistROM と機器の設定が異な り ます。」 と い う メ ッ セージが
表示される こ と があ り ます。 対処方法については、 63 ページのセ ク シ ョ ン 8.1 「 メ ッ セージ」
を参照し て く ださい。
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5.6.1 設定データのコ ピー

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-123

オプシ ョ ンの HistoROM®/ M-DAT メ モ リ モジュールを取り付けた電子回路イ ンサー ト

1 オプシ ョ ンの HistoROM®/ M-DAT

2 HistoROM®/ M-DAT から機器に、 または機器から HistoROM®/ M-DAT モジ ュールに設定データ を コ

ピーする場合、 操作のロ ッ ク解除が必要です （DIP ス イ ッ チ 1 ： 「Off」、 「SWLOCK」 / 「イ ンサー ト  PIN

No.」 パラ メ ータ = 100）。 → 46 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.7 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」 参照。

機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） による現場操作または遠隔操作

機器から HistoROM®/ M-DAT への設定データのコピー

! 注意 ! 
操作ロ ッ ク解除をする必要があ り ます。

1. 機器の電源を切断し ます。

2. 保護キ ャ ッ プを取 り 外し て、 HistoROM®/ M-DAT を電子回路イ ンサー ト に取 り 付けます。

3. 機器に電源を再接続し ます。

4. 「ダ ウ ン ロ ー ド 選択」 パ ラ メ ー タ （操作 メ ニ ュ ー） で選択す る オプシ ョ ン は、 機器か ら
HistoROM へのア ッ プロード には影響を与えません。

5. FF 設定プロ グ ラ ムによ る操作 ： サービ ス ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の 「HistoROM コ ン
ト ロール」 パラ メ ータ を使用し、 「デバイ ス  HistoROM」 オプシ ョ ンを選択し てデータの
転送方向を指定し ます。

FieldCare によ る操作 ： 「HistoROM コ ン ト ロール」 パラ メ ータ を使用し、 「デバイ ス  
HistoROM」 オプシ ョ ンを選択し てデータの転送方向を指定し ます （ メ ニューパス ：
操作 メ ニュー OPERATION)
「ダウ ン ロー ド 選択」 パラ メ ータ （操作 メ ニ ュー） を使用し て、 上書きするパラ メ ータ を選
択し ます。
選択し たオプシ ョ ンに応じ て、 以下のパラ メ ータが上書き されます。
- 設定データのコピー ：

「 ト ラ ン ス ミ ッ タ シ リ アル No.」 と 「デバイ スの形式」 パラ メ ータ、 および 「位置補正」 と
「プロセス接続」 グループのパラ メ ータ を除 く すべてのパラ メ ータ

- デバイス交換：
「 ト ラ ン ス ミ ッ タ シ リ アル No.」 と 「デバイ スの形式」 パラ メ ータ、 および 「位置補正」 と
「プロセス接続」 グループのパラ メ ータ を除 く すべてのパラ メ ータ

- 電子回路ボックス交換：
「位置補正」 グループのパラ メ ータ を除 く すべてのパラ メ ータ

初期設定 ： 設定データのコ ピー

6. 約 40 秒待ちます。機器から HistoROM®/ M-DAT に設定データがア ッ プロード されます。機
器の リ ス ター ト は行われません。

7. も う 一度機器の電源を切断し ます。

8. メ モ リ モジュールを取 り 外し ます。

9. 機器に電源を再接続し ます。
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HistoROM®/ M-DAT から機器への設定データのコピー :

! 注意 ! 
操作ロ ッ ク解除をする必要があ り ます。

1. 機器の電源を切断し ます。

2. HistoROM®/ M-DAT を電子回路イ ンサー ト に取 り 付けます。 他の機器の設定データが 
HistoROM®/ M-DAT に保存されています。

3. 機器に電源を再接続し ます。

4. FF 設定プロ グ ラ ムによ る操作 ： サービ ス ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の
「DAT_HANDLING」 / 「HistoROM コ ン ト ロール」 パラ メ ータ を使用し、 「HistoROM  デ
バイ ス」 オプシ ョ ンを選択し てデータの転送方向を指定し ます。

FieldCare によ る操作 ： 「HistoROM コ ン ト ロール」 パラ メ ータ を使用し、 「HistoROM デバ
イ ス」 オプシ ョ ンを選択し てデータの転送方向を指定し ます （ メ ニューパス ： 操作 メ ニュー
 操作）。
「ダウ ン ロー ド 選択」 パラ メ ータ （操作 メ ニ ュー） を使用し て、 上書きするパラ メ ータ を選
択し ます。
選択し たオプシ ョ ンに応じ て、 以下のパラ メ ータが上書き されます。
- 設定データのコピー（初期設定）

「デバイ スシ リ アル No.」、 「デバイ スの型式」、 「PD-TAG」、 「詳細」、 「デバイ ス ID」、 「デ
バイ スア ド レ ス」 パラ メ ータ、 および 「位置補正」、 「プロセス接続」、 「センサ ト リ ム」、
「センサデータ」 グループのパラ メ ータ を除 く すべてのパラ メ ータ

- デバイス交換
「デバイ スシ リ アル No.」、 「デバイ ス ID」、 「デバイ スの型式」 パラ メ ータ、 および 「位置
補正」、 「プロセス接続」、 「センサ ト リ ム」、 「センサデータ」 グループのパラ メ ータ を除 く
すべてのパラ メ ータ

- 電子回路ボックス交換
「センサデータ」 グループのパラ メ ータ を除 く すべてのパラ メ ータ
初期設定 ： 設定データのコ ピー

5. 約 40 秒待ちます。 設定データが HistoROM®/ M-DAT から機器にロード されます。 機器は
リ ス ター ト し ます。

6. HistoROM®/ M-DAT を再び電子回路イ ンサー ト から取 り 外す前に、 機器の電源を切断し ま
す。
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5.7 操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除

すべてのパラ メ ータの入力後、 認証されていない、 また不要なア ク セスに対し てエン ト リ のロ ッ
ク ができ ます。

操作のロ ッ ク / ロ ッ ク解除には、 以下の方法を使用し ます。
 機器本体デ ィ スプレ イの電子回路イ ンサー ト の DIP ス イ ッチ
 通信 （FieldCare など）

機器本体デ ィ スプレ イに表示される 記号は、 操作がロ ッ ク されている こ と を示し ます。 ただ
し、 「言語」 や 「デ ィ スプレ イ コ ン ト ラ ス ト 」 など、 デ ィ スプレ イの表示に関連するパラ メ ータ
は変更でき ます。

! 注意 ! 
 操作が DIP ス イ ッ チでロ ッ ク されている場合、 DIP ス イ ッ チでしか操作を ロ ッ ク解除でき ませ

ん。 操作が遠隔操作 （FieldCare など） でロ ッ ク されている場合、 遠隔操作でしか操作を ロ ッ ク
解除でき ません。

次の表はロ ッ ク機能を概要を示し ます。

ロック方法 表示 / 読取パラメータ 変更 / 書込み1)

1) ただし、 「言語」 や 「デ ィ スプレ イ コ ン ト ラ ス ト 」 など、 デ ィ スプレ イの表示に関連するパラ メ ータ

は変更でき ます。

ロック解除方法

DIP スイッチ 遠隔操作

DIP ス イ ッ チ はい いいえ はい いいえ

遠隔操作 はい いいえ いいえ はい
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5.7.1 DIP スイ ッ チによる操作のロ ッ ク / ロ ッ ク解除

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-177

図 24: 「ハー ド ウ ェ アロ ッ ク」 時の電子回路イ ンサー ト の DIP スイ ッ チの位置

1 必要に応じ て、 機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） を取 り 外し て く ださい。

2 DIP ス イ ッ チが 「On」 に設定されています ： 操作はロ ッ ク されます。

3 DIP ス イ ッ チが 「Off」 に設定されています ： 操作はロ ッ ク解除されます （操作可能）。

5.7.2 遠隔操作による操作のロ ッ ク / ロ ッ ク解除

➁ ➂

–

➀

–

説明

ロ ッ ク操作 1. FF 設定プロ グ ラ ムによ る操作 ： リ ソースブロ ッ ク の 「イ ンサー ト  PIN No.」

パラ メ ータ を選択し ます。

FieldCare によ る操作 ： 「イ ンサー ト  PIN No.」 パラ メ ータ を選択し ます。

メ ニューパス ： 操作 メ ニュー  操作  イ ンサー ト  PIN No.

2. 操作のロ ッ ク ： このパラ メ ータに数値 （0...9999 （ 100）） を入力し ます。

ロ ッ ク解除操作 1. FF 設定プロ グ ラ ムによ る操作 ： リ ソースブロ ッ ク の 「イ ンサー ト  PIN No.」

パラ メ ータ を選択し ます。

FieldCare によ る操作 ： 「イ ンサー ト  PIN No.」 パラ メ ータ を選択し ます。

2. 操作のロ ッ ク解除 ： このパラ メ ータに数値 「100」 を入力し ます。
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5.8 シ ミ ュ レーシ ョ ン

入出力スケー リ ングなどのアナロ グ入力ブロ ッ ク の機能は、 次のよ う にシ ミ ュ レー ト でき ます。

1. 電子回路イ ンサー ト の 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 DIP ス イ ッチを 「On」 に設定し ます。

2. アナロ グ入力ブロ ッ ク の 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 パラ メ ータの 「ENABLE_DISABLE」 エレ メ ン
ト を使用し て、 「Active」 オプシ ョ ンを選択し ます。

3. アナロ グ入力ブロ ッ ク を 「AUTO」 ブロ ッ ク モード に設定し ます。

4. 「シ ミ ュ レーシ ョ ン値」 および 「SIMULATION_STATUS」 エレ メ ン ト の値 と ス テータ ス を入
力し ます。 シ ミ ュ レーシ ョ ン時に、圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ クの出力値と ステータ ス
が、 シ ミ ュ レー ト された値 と ステータ スに置換されます。 「出力」 パラ メ ータは結果を示し
ます。

5. シ ミ ュ レーシ ョ ンを終了し ます （ 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 パラ メ ータの 「ENABLE_DISABLE」
エレ メ ン ト の 「Disabled」 オプシ ョ ン）。

! 注意 ! 
伝送器の調整を確認するには、 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモー ド」
および 「シ ミ ュ レーシ ョ ン値」 パラ メ ータ を使用し ます。  「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 および
「シ ミ ュ レーシ ョ ン値」パラ メ ータの詳細については、セラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ
ト  S の取扱説明書 （BA00303P） を参照し て く ださい。

5.9 初期設定 （リ セ ッ ト ）

 ト ータル リ セ ッ ト ： ゼロ キーを 12 秒以上押し ます。 電子回路イ ンサー ト の LED が一時的に点
灯し、 リ セ ッ ト が実行されます。

 特定のコード を入力する と、 入力し たパラ メ ータ値から初期設定値へ完全に、 または部分的に
リ セ ッ ト でき ます （初期設定については、 セ ラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S
の取扱説明書 （BA00303P） を参照し て く ださい。 → 2 ページ、 「本書の概要」）。
「 リ セ ッ ト コード入力」 パラ メ ータ （操作 メ ニュー） を使用し て コード を入力し ます。
機器にはさ まざまな リ セ ッ ト コード があ り ます。 下表は特定の リ セ ッ ト コード によ ってどのパ
ラ メ ータが リ セ ッ ト されるかを示し ています。 リ セ ッ ト を実行するには、 操作を ロ ッ ク解除す
る必要があ り ます （→ 46 ページ、 セ ク シ ョ ン 5.7 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」）。

! 注意 ! 
 工場で実施されたお客様固有の設定は、 リ セ ッ ト によ る影響を受けません （お客様固有の設定

はそのま ま残 り ます） 。 リ セ ッ ト 後にパラ メ ータ を初期設定に リ セ ッ ト する場合は、 エン ド レ
スハウザーのサービ ス担当者にご連絡 く ださ い。

 コード 7864 を使用し て リ セ ッ ト し た後に、 必要に応じ て 「出力」 パラ メ ータ を再スケー リ ン
グ し て く ださい。 → 62 ページのセ ク シ ョ ン 6.7 「「出力」 パラ メ ータのスケー リ ング」 を参照
し て く ださい。

5.9.1 FF 設定プログラムによる リ セ ッ ト

FF 設定プロ グ ラ ムを使用し て操作する場合、 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の
「RESET_INPUT_VALUE」 / 「 リ セ ッ ト コード入力」 パラ メ ータ を使用し て、 コード を入力し ま
す。
特定の リ セ ッ ト コード で リ セ ッ ト される各パラ メ ータについては、 索引表 （→ 35 ページ） に記
載されています。

! 注意 ! 
 「FF リ セ ッ ト 」 パラ メ ータには、機能ブロ ッ ク間の リ ン ク の削除、 FF パラ メ ータのデフ ォル ト

値への リ セ ッ ト 、 および メ ーカー固有のパラ メ ータの初期設定への リ セ ッ ト のためのオプシ ョ
ンが用意されています。  「 リ ス ター ト 」 パラ メ ータについては、 取扱説明書 （BA00303P） も
参照 く ださい。
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5.9.2 FieldCare 操作プログラムによる リ セ ッ ト

FieldCare を使用し て操作する場合、 「 リ セ ッ ト コード入力」 パラ メ ータ （ メ ニューパス ： 操作 メ
ニュー  操作） を使用し て、 コード を入力し ます。
下表は特定の リ セ ッ ト コード によ ってどのパラ メ ータが リ セ ッ ト されるかを示し ています。

リセットコード 説明と要点1)

7864 トータルリセット
– この リ セ ッ ト では、 以下のパラ メ ータが リ セ ッ ト されます。

– 「位置補正」 機能グループ

– 「セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループ

– 「拡張セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループ

– 「 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 機能グループ （既存の リ ニア ラ イ ズテーブルは削除され

ます）

– 「出力」 グループ

– 「イ ンフ ォ」 機能グループの 「タ グ表記」 パラ メ ータ

– 「 メ ッ セージ」 機能グループ

– 設定可能なすべての メ ッ セージ （「エラー」 タ イプ） は 「警告」 に設定されます。

→ 63 ページ、 セ ク シ ョ ン 8.1 「 メ ッ セージ」 および

→ 72 ページ、 セ ク シ ョ ン 8.2 「エラー時の出力」 参照

– 「ユーザー リ ミ ッ ト 」 機能グループ

– 起動し ている シ ミ ュ レーシ ョ ンは終了し ます。

– 機器は リ ス ター ト し ます。

333 ユーザリセット
– この リ セ ッ ト では、 以下のパラ メ ータが リ セ ッ ト されます。

– 「位置補正」 機能グループ

– 「セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループ （ユーザー指定単位を除 く ）

– 「拡張セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループ

– 「出力」 グループ

– 起動し ている シ ミ ュ レーシ ョ ンは終了し ます。

– 機器は リ ス ター ト し ます。

2710 レベル測定モードのリセット
– 「レベルモード」、 「測定タ イプ」 パラ メ ータの設定に応じ て、 こ の測定作業に必要な

パラ メ ータが リ セ ッ ト されます。

– 起動し ている シ ミ ュ レーシ ョ ンは終了し ます。

– 機器は リ ス ター ト し ます。

例 ： 「レベルモード」 = リ ニア、 「測定タ イプ」 = レベル

 高さ単位 = m

 校正モード = ウ ェ ッ ト

 空校正 = 0

 満量校正 = センサ終了値 （mH2O に変換）

例 ： 5.0 kPa （7.5 psi） センサの場合 ： 50.99 mH2O

2509 センサ適応リセット
– この リ セ ッ ト では、 センサ校正の上限と下限および位置補正の値が リ セ ッ ト されま

す。

– 「位置補正」 機能グループ

– 「PRESSURE_1_LOWER_CAL」 / 「LO ト リ ム測定」 および

「PRESSURE_1_HIGHER_TRIM_MEASURED」 / 「HI ト リ ム測定」 パラ メ ータ

これらのパラ メ ータは、 FieldCare 操作プロ グ ラ ムでは使用でき ません。

– 起動し ている シ ミ ュ レーシ ョ ンは終了し ます。

– 機器は リ ス ター ト し ます。

1846 ディスプレイリセット
– この リ セ ッ ト では、 デ ィ スプレ イの表示に関連するすべてのパラ メ ータが リ セ ッ ト

されます （「デ ィ スプレ イ」 グループ）。

– 起動し ている シ ミ ュ レーシ ョ ンは終了し ます。

– 機器は リ ス ター ト し ます。

8888 HistoROM リセット
測定値と イベン ト のバッ フ ァが削除されます。 リ セ ッ ト 時に、 HistoROM を電子回路イ

ンサー ト に取 り 付けてお く 必要があ り ます。
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62 パワーアップリセット（ウォームスタート）
–この リ セ ッ ト では、 RAM のすべてのパラ メ ータが リ セ ッ ト されます。 データは新たに 

EEPROM から読み戻されます （プロセ ッ サは再度初期化されます）。

–起動し ている シ ミ ュ レーシ ョ ンは終了し ます。

–機器は リ ス ター ト し ます。

1) こ の表では、 FieldCare に表示される グループ名 と パラ メ ータ名を使用し ています。

FieldCare のパラ メ ータ名の割当て と FF 設定プロ グ ラ ムについては、 35 ページのセ ク シ ョ ン 5.3.8

「エン ド レ スハウザーのパラ メ ータの索引表」 を参照し て く ださい。

リセットコード 説明と要点1)
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6 設定

# 危険 ! 
 機器に最小許容圧力よ り 低い圧力が表示されている場合、 「E120 センサ圧低」 および 「E727 セ

ンサ圧力エラー - 範囲超過」 の メ ッ セージが連続し て表示されます。
 機器に最大許容圧力よ り 高い圧力が表示されている場合、 「E115 センサ過圧」 および 「E727 セ

ンサ圧力エラー - 範囲超過」 の メ ッ セージが連続し て表示されます。
 E727、 E115、 および E120 は 「エラー」 タ イプの メ ッ セージであ り 、 「警告」 または 「ア ラー

ム」 と し て設定でき ます。 これら の メ ッ セージの初期設定は 「警告」 です。 こ の設定によ り 、
ユーザーがセンサレ ンジの超過の危険性を認識し ている用途 （カス ケード測定など） での不良
ステータ スの伝送を防止でき ます。

 次の場合には、 メ ッ セージ E727、 E115、 および E120 を 「ア ラーム」 に設定する こ と をお勧め
し ます。
- 測定用途でセンサレ ンジを外れる こ と がない場合
- 位置補正を行い、 機器の方向によ って生じ た大き な測定誤差を補正する必要があ る場合

6.1 フ ァ ン クシ ョ ンチ ェ ッ ク

機器の設定を行 う 前に、 チェ ッ ク リ ス ト にし たがって設置後の確認 と配線接続後の確認を行って
く ださい。

 「設置後の確認」 チェ ッ ク リ ス ト セ ク シ ョ ン 3.4 参照
 「接続後の確認」 チェ ッ ク リ ス ト セ ク シ ョ ン 4.4 参照

6.2 FF 設定プログラムによる設定

! 注意 ! 
 機器は、 標準で圧力測定モー ド に設定されています。 測定値が送信される測定レ ンジや単位、

およびアナロ グ入力ブ ロ ッ ク のデジ タル出力値は、 ネームプレー ト のデータ に対応し ていま
す。 コード 7864 を使用し て リ セ ッ ト し た後に、 必要に応じ て 「出力」 パラ メ ータ を再ス ケー
リ ング し て く ださい （→ 62 ページ、 セ ク シ ョ ン 6.7 「「出力」 パラ メ ータのス ケー リ ング」）。

 標準的なオーダー設定については、 30 ページのセ ク シ ョ ン 5.3.6 「セ ラバー S のブロ ッ ク モデ
ル」 を参照し て く ださい。

1. 機器のス イ ッチを入れます。

2. 「デバイ ス ID」 を確認し ます。機器のシ リ アル番号については、29 ページのセ ク シ ョ ン 5.3.5
「機器の識別情報と ア ド レ ス指定」 および 6 ページのセ ク シ ョ ン 2.1 「伝送器のデザイ ン （仕
様）」 を参照し て く ださい。

3. 設定プロ グ ラ ムを開き ます。

4. Cff フ ァ イル とデバイ スデス ク リ プシ ョ ンフ ァ イルをホス ト システム または設定プロ グ ラ ム
にロード し ます。 適切なシステムフ ァ イルを使用し て く ださい。

5. 「デバイ ス ID」 を使用し て機器を識別し ます （手順 2 を参照）。 「PD_TAG」 パラ メ ータ を
使用し て、 機器に目的のタ グ番号を割 り 当てます。
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リソースブロックの設定

1. リ ソースブロ ッ ク を開き ます。

2. 必要に応じ て、 機器の操作ロ ッ ク を無効にし ます。 → 46 ページのセ ク シ ョ ン 5.7 「操作ロ ッ
ク / ロ ッ ク解除」 を参照し て く ださ い。 標準では操作はロ ッ ク解除されています。

3. 必要に応じ て、 ブロ ッ ク名を変更し ます。 初期設定 ： RS_452B481007-xxxxxxxxxxx

4. 必要に応じ て、 「タ グ表記」 パラ メ ータ を使用し てブロ ッ ク に説明を割 り 当てます。

5. 要件に応じ て、 他のパラ メ ータ を変更し ます。

トランスデューサーブロックの設定

セ ラバー S には、 以下の ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク が用意されています。
 圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
 サービ ス ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
 表示 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク

例と し て、 以下に圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の場合について説明し ます。

1. 必要に応じ て、 ブロ ッ ク名を変更し ます。 初期設定 ： RS_452B481007-xxxxxxxxxxx

2. 「ブロ ッ ク モード」 パラ メ ータの 「TARGET」 エレ メ ン ト を使用し て、ブロ ッ ク モード を OOS
に設定し ます。

3. 測定作業にし たがって機器を設定し ます。 取扱説明書のセ ク シ ョ ン 6.3 から セ ク シ ョ ン
6.7、 および 2 ページの 「本書の概要」 も参照し て く ださい。

4. 「ブロ ッ ク モード」 パラ メ ータの 「TARGET」 エレ メ ン ト を使用し て、ブロ ッ ク モード を Auto
に設定し ます。

! 注意 ! 
圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ クおよびサービ ス ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク の場合、 測定機器
を正常に機能させるには、 ブロ ッ ク モード を 「Auto」 に設定する必要があ り ます。

アナログ入力ブロックの設定
セ ラバー S には 2 つのアナロ グ入力ブロ ッ ク が用意されてお り 、 必要に応じ て、 各種プロセス
変数に割 り 当てる こ と ができ ます。

1. 必要に応じ て、 ブロ ッ ク名を変更し ます。 初期設定 ： RS_452B481007-xxxxxxxxxxx

2. 「ブロ ッ ク モード」 パラ メ ータの 「TARGET」 エレ メ ン ト を使用し て、ブロ ッ ク モード を OOS
に設定し ます。

3. 「チャ ンネル」 パラ メ ータ を使用し て、 アナロ グ入力ブロ ッ ク の入力値と し て使用するプロ
セス変数を選択し ます。 次の設定が可能です。
- CHANNEL = 1 ： 第 １ の値 （選択し た測定モード に基づ く 圧力値またはレベル値）
- CHANNEL = 2 ： 第 ２ の値 （この場合、 センサ温度）
初期設定 ：
- アナロ グ入力ブロ ッ ク 1 ： CHANNEL = 1 ： 第 １ の値 （圧力測定値）
- アナロ グ入力ブロ ッ ク 2 ： CHANNEL = 2 ： 第 ２ の値 （センサ温度）

4. 「 ト ラ ン スデューサース ケール」パラ メ ータ を使用し て、プロセス変数の目的の単位と ブロ ッ
ク入力範囲を選択し ます。 → 62 ページ、 セ ク シ ョ ン 6.7 「「出力」 パラ メ ータのスケー リ ン
グ」 参照。

選択し たプロセス変数に適合し た単位を選択し て く ださ い。プロセス変数と単位が適合し な
い場合、 「ブロ ッ ク エラー」 パラ メ ータによ り 「ブロ ッ ク設定エラー」 が報告され、 ブロ ッ
ク モード を 「Auto」 に設定でき ません。

5. 「 リ ニア タ イプ」 パラ メ ータ を使用し て、 入力変数の リ ニア ラ イゼーシ ョ ンのタ イプを選択
し ます （初期設定 ： Direct）。

「Direct」 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン タ イプの場合、 「 ト ラ ン スデューサースケール」 および 「出
力ス ケール」 パラ メ ータの設定が同じであ る こ と を確認し て く ださい。 プロセス値と単位が
適合し ない場合、 「ブロ ッ ク エラー」 パラ メ ータによ り 「ブロ ッ ク設定エラー」 が報告され、
ブロ ッ ク モード を 「Auto」 に設定でき ません。

6. 「HI_HI_LIM」 、 「HI_LIM」 、 および 「LO_LO_LIM」 パラ メ ータ を使用し て、 ア ラームおよび重
大ア ラーム メ ッ セージを入力し ます。 限界値には 「出力ス ケール」 パラ メ ータで指定し た範
囲内の値を入力する必要があ り ます。
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7. 「HI_HI_PRI」 「HI_PRI」 、 「LO_LO_PRI」 、 および 「LO_PRI」 パラ メ ータ を使用し て、 ア ラーム
の優先度を指定し ます。優先度が 2 よ り 大きいア ラームでは、 フ ィ ール ド ホス ト システムへ
の報告のみが実行されます。

8. 「ブロ ッ ク モード」 パラ メ ータの 「TARGET」 エレ メ ン ト を使用し て、ブロ ッ ク モード を Auto
に設定し ます。 この場合、 リ ソースブロ ッ ク も 「Auto」 ブロ ッ ク モード に設定する必要があ
り ます。

その他の設定

1. 制御 / 自動化作業に応じ て、 他の機能ブロ ッ クおよび出力ブロ ッ ク を設定し ます。
セ ラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S の取扱説明書 （BA00303P） または
2 ページ、 「本書の概要」 も参照し て く ださい。

2. 機能ブロ ッ クおよび出力ブロ ッ ク を リ ン ク し ます。

3. ア ク テ ィ ブな LAS を指定し てから、 すべてのデータおよびパラ メ ータ をフ ィ ール ド 機器に
ダウ ン ロード し ます。

6.3 言語および測定モー ドの選択

6.3.1 現場操作

「言語」 および 「測定モー ド」 パラ メ ータは、 第 1 選択レベルです。→ 40 ページのセ ク シ ョ ン
5.4.1 「 メ ニューの構造」 も参照し て く ださい。

次の言語を選択でき ます。
 ド イ ツ語
 英語
 フ ラ ン ス語
 スペイ ン語
 中国語 （CHS）
 日本語 （JPN）

次の測定モード を使用でき ます。
 圧力
 レベル

6.3.2 FieldCare による言語および測定モー ドの選択

FieldCare では、 「測定モード」 パラ メ ータは 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューおよび 「セ ッ ト
ア ッ プ」 機能グループ （ メ ニューパス ： 操作 メ ニュー  セ ッ テ ィ ング  セ ッ ト ア ッ プ） に表
示されます。

次の測定モード を使用でき ます。
 圧力
 レベル

「言語」 パラ メ ータは 「デ ィ スプレ イ」 グループに表示されます。
 「言語」 パラ メ ータ を使用し て、 機器本体デ ィ スプレ イの メ ニュー言語を選択し ます。
 FieldCare では、 設定ウ ィ ン ド ウの 「言語ボタ ン」 を使用し て メ ニュー言語を選択し ます。

「その他」 メ ニュー  「オプシ ョ ン」 → 「表示」  「言語」 を使用し て、 FieldCare フ レーム
の メ ニュー言語を選択し ます。

次の言語を選択でき ます。
 ド イ ツ語
 英語
 フ ラ ン ス語
 スペイ ン語
 中国語
 日本語
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6.4 位置補正

機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （タ ン クが空または部分的に満た されて
いる場合でも測定値パラ メ ータがゼロ を示し ません） 。 次の 2 つの方法のいずれかを使用し て、
位置補正を実施し ます。

 機器本体デ ィ スプレ イの メ ニューパス ：
グループセレ ク シ ョ ン  操作 メ ニュー セ ッ テ ィ ング  位置補正

 FieldCare の メ ニューパス ：
操作 メ ニュー セ ッ テ ィ ング  位置補正

6.4.1 機器本体デ ィ スプレ イまたは FieldCare による位置補正

次の表に記載されるパラ メ ータは、 「位置補正」 グループで確認でき ます
（ メ ニューパス ： 操作 メ ニュー セ ッ テ ィ ング  位置補正）。

パラメータ名 説明

ゼロ点補正 位置補正 - ゼロ （セ ッ ト ポ イ ン ト ） と測定圧力間の差圧は既知であ る必要はあ り ません。

例：
– 測定値 = 0.22 kPa （0.032 psi）

– 「ゼロ点補正」 パラ メ ータで 「確定」 を選択し て 「測定値」 を補正し ます。 これは、 表

示された圧力に値 0.0 を割 り 当てる こ と を意味し ます。

– 測定値 （ゼロ点補正後） =0.0 kPa

「オフセ ッ ト 校正」 パラ メ ータでは 「測定値」 が補正される こ と によ って生じ た差圧を表

示し ます。

初期設定：
0.0

位置補正入力 位置補正 - ゼロ （セ ッ ト ポ イ ン ト ） と測定圧力間の差圧は既知であ る必要はあ り ません。

差圧を補正するには、 （基準機器などの） 基準測定値が必要です。

例：
– 測定値 = 0.05 kPa （0.0073 psi）

– 「位置補正入力」 パラ メ ータでは、 「測定値」 に目的のセ ッ ト ポ イ ン ト を設定し ます

（0.2 kPa （0.029 psi） など）。

（測定値 new = 位置補正入力）

– 測定値 （ゼロ点補正後） = 0.2 kPa （0.029 psi）

– 「オフセ ッ ト 校正」 パラ メ ータでは 「測定値」 が補正される こ と によ って生じ た差圧を

表示し ます。

オフセ ッ ト 校正 = 測定値 old – 位置補正入力。

こ こでは、 オフセ ッ ト 校正 = 0.05 kPa （0.0073 psi） – 0.2 kPa （0.029 psi） = –0.15 kPa

（0.022 psi）

初期設定：
0.0

オフセ ッ ト 校正 位置補正 - ゼロ点 （セ ッ ト ポ イ ン ト ） と 測定圧の圧力差は既知です （機器に基準圧力が

存在し ません）。

例：
– 測定値 = 0.22 kPa （0.032 psi）

– 「オフセ ッ ト 校正」 パラ メ ータ を使用し て、 「測定値」 で補正する分の値を入力し ます。

「測定値」 を 0.0 kPa に補正する際、 こ こ で 0.22 を入力し なければな り ません。

（測定値 new = 測定値 old – オフセ ッ ト 校正）

– 測定値 （オフセ ッ ト 校正の入力後） = 0.0 kPa

初期設定：
0.0
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6.5 圧力測定

6.5.1 圧力測定に関する情報

! 注意 ! 
 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューは、 圧力 と レベルのそれぞれの測定モー ド が用意されてお り 、

重要な基本機能にア ク セスでき ます。 「測定モー ド」 パラ メ ータの設定を使用し て、 表示する
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを指定し ます。 53 ページのセ ク シ ョ ン 6.3 「言語および測定
モード の選択」 も参照し て く ださい。

 パラ メ ータの詳細については、 セラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S の取扱説明書
（BA00303P） を参照し て く ださい。
- FF、 表、 圧力 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク
- FieldCare ： 表、 位置補正
- FieldCare ： 表、 セ ッ ト ア ッ プ
- FieldCare ： 表、 拡張セ ッ ト ア ッ プ
- → 2 ページ、 「本書の概要」 セ ク シ ョ ン

6.5.2 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー ： 「圧力」 測定モー ド

P01-PMx7xxxx-19-xx-xx-en-078

図 25: ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー ： 「圧力」 測定モー ド

現場操作 FieldCare

測定値の表示
F を使用し て測定値の表示から グループ選択に切

り 替えます。

測定値の表示
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択し ます。

グループ選択
「測定モード」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定モード
「圧力」 を選択し ます。

測定モード
「圧力」 を選択し ます。

グループ選択
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択し ます。

ゼロ点補正
機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ

り ます。 「確定」 オプシ ョ ンを指定し た 「ゼロ点

補正」 パラ メ ータで測定値を補正し ます （値 0.0 

を圧力に割 り 当てます）。

ゼロ点補正
機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ

り ます。 「確定」 オプシ ョ ンを指定し た 「ゼロ点

補正」 パラ メ ータで測定値を補正し ます （値 0.0 

を圧力に割 り 当てます）。
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! 注意 ! 
現場操作については、 27 ページのセ ク シ ョ ン 5.2.3 「動作構成部品の機能 （本体機器デ ィ スプレ
イ使用時）」 および 40 ページのセ ク シ ョ ン 5.4 「現場操作 （機器本体デ ィ スプレ イ使用時）」 を参
照し て く ださい。

位置補正入力
機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ

り ます。 「位置補正入力」 パラ メ ータでは、 「測定

値」 に目的のセ ッ ト ポ イ ン ト を指定し ます。

位置補正入力
機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ

り ます。 「位置補正入力」 パラ メ ータでは、 「測定

値」 に目的のセ ッ ト ポ イ ン ト を指定し ます。

ダンピング値
ダンピング時間を入力し ます （時間定数 ）。

ダンピングは、 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

アナロ グ入力ブロ ッ ク の 「出力値」 など、 後続の

要素すべての圧力変化への反応速度に影響を与え

ます。

ダンピング値
ダンピング時間を入力し ます （時間定数 ）。

ダンピングは、 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

アナロ グ入力ブロ ッ クの 「出力値」 など、 後続の

要素すべての圧力変化への反応速度に影響を与え

ます。

現場操作 FieldCare
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6.6 レベル測定

6.6.1 レベル測定に関する情報

! 注意 ! 
 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューは、 圧力 と レベルのそれぞれの測定モー ド が用意されてお り 、

重要な基本機能にア ク セスでき ます。 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ 「レベル」 メ ニ ューについて
は、 → 59 ページを参照し て く ださい。

 さ らに、 レベル測定に 「レベルイージープレ ッ シャー」、 「レベルイージーハイ ト 」、 「レベルエ
キ スパー ト 」 の 3 つのレベルモー ド を使用でき ます。 「レベルエキ スパー ト 」 レベルモー ド で
は、 「 リ ニア」、 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」、 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプから選択でき ます。
次の 「レベル測定の概要」 セ ク シ ョ ンの表に、 各種測定作業の概要を示し ます。
- 「レベルイージープレ ッ シャー」 と 「レベルイージーハイ ト 」 の各レベルモード では、 入力

値は 「レベルエキスパー ト 」 レベルモード ほど広範囲に検証されません。 「レベルイージー
プレ ッ シャー」、 「レベルイージーハイ ト 」 のレベルモード では、 「空校正」 / 「満量校正」、
「空圧力」 / 「満量圧力」、 「ゼロ点ポジシ ョ ン」 / 「満了高さ」 の各入力値には、 1 % 以上の
間隔を設定する必要があ り ます。 値が近すぎる と警告 メ ッ セージで拒否されます。 これ以
外の限界値は確認し ません。 た と えば測定機器が正し く 機能する よ う にセンサ、 測定タ ス
クの入力値は適正でなければな り ません。

- 「レベルイージープレ ッ シャー」、 「レベルイージーハイ ト 」 のレベルモード には、 「レベル
エキスパー ト 」 モード ほど多 く のパラ メ ータが含まれていないため、 レベルアプ リ ケー
シ ョ ンをすばや く 簡単に設定でき ます。

- レベル、 容量、 質量、 リ ニア ラ イ ズテーブルのユーザー単位は 「レベルエキスパー ト 」 の
レベルモード でのみ入力可能です。

 パラ メ ータの詳細および設定例については、セ ラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S の
取扱説明書 （BA00303P） を参照し て く ださい （→ 2 ページ、 「本書の概要」 セ ク シ ョ ン）。
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6.6.2 レベル測定の概要

測定作業 レベル選択 /
レベルモード

測定
変数オプション

説明 コメント 測定値の表示

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

2 つの圧力 / レベル値

のペアを入力し て校正

し ます。

レベル選択 ： レベル

イージープレ ッ

シ ャー

出力単位パラ メ ー

タ ： %、 レベル、

容量、 質量単位

– 基準圧力によ る校正

（ウ ェ ッ ト 校正） およ

び基準圧力によ ら な

い校正 （ ド ラ イ校正）

については、 取扱説

明書 （BA00303P） を

参照し て く ださい。

–不適当な入力が可能

–ユーザー指定単位は

使用不可

測定値表示および

「 リ ニア ラ イ ズ前のレベ

ル」 パラ メ ータが測定

値を表示し ます。

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

密度と  2 つの高さ / レ

ベル値のペアを入力し

て校正し ます。

レベル選択 ： レベル

イージーハイ ト

出力単位パラ メ ー

タ ： %、 レベル、

容量、 質量単位

– 基準圧力によ る校正

（ウ ェ ッ ト 校正） およ

び基準圧力によ ら な

い校正 （ ド ラ イ校正）

については、 取扱説

明書 （BA00303P） を

参照し て く ださい。

– 不適当な入力が可能

– 単位のカス タマ イ ズ

不可

測定値表示および

「 リ ニア ラ イ ズ前のレベ

ル」 パラ メ ータが測定

値を表示し ます。

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

レベル選択 ： レベル

エキスパー ト /

レベルモード ：

リ ニア

リ ニア ラ イ ズ測定

パラ メ ータ ：

– % （レベル）

– レベル

– 容量

– 質量

– 基準圧力によ る校正

（ウ ェ ッ ト 校正） およ

び基準圧力によ ら な

い校正 （ ド ラ イ校正）

については、 取扱説

明書 （BA00303P） を

参照し て く ださい。

– 不適当な入力は機器

が拒否

– レベル、 容量、 質量

単位のカス タマ イ ズ

可

測定値表示および

「 リ ニア ラ イ ズ前のレベ

ル」 パラ メ ータが測定

値を表示し ます。

コニカル形状排出部付

きのタ ン ク などでは、

測定変数が測定圧に正

比例し ません。 校正に

は、 リ ニア ラ イ ズテー

ブルを入力する必要が

あ り ます。

レベル選択 ： レベル

エキスパー ト /

レベルモード ： 圧力

リ ニア ラ イ ズ

リ ニア ラ イ ズ測定

パラ メ ータ ：

– 圧力 + %

– 圧力 + 容量

– 圧力 + 質量

– 基準圧力によ る校

正 ： リ ニア ラ イ ズ

テーブルのセ ミ オー

ト マチッ ク入力。 取

扱説明書

（BA00303P） を参照

し て く ださい。

– 基準圧力によ ら ない

校正 ： リ ニア ラ イ ズ

テーブルのマニュ ア

ル入力。 取扱説明書

（BA00303P） を参照

し て く ださい。

– 不適当な入力は機器

が拒否

– レベル、 容量、 質量

単位のカス タマ イ ズ

可

測定値の表示と 「タ ン

ク測定」 パラ メ ータは

測定値を表示し ます。

– 測定変数が 2 つ必要

か

– タ ン ク の形状が高さ、

容量などの値の組み

合わせによ り 表され

ます。

第 1 の測定変数であ る

高さパーセン ト あ るい

は高さが測定圧に正比

例し なければな り ませ

ん。 第 2 の測定変数で

あ る容量、 質量、 % は

測定圧に正比例し ては

いけません。 第 2 の測

定変数に対し て リ ニア

ラ イ ズテーブルを入力

する必要があ り ます。

第 2 の測定変数はこ の

テーブルによ り 第 1 の

測定変数に割 り 当て ら

れます。

レベル選択 ： レベル

エキスパー ト /

レベルモード ： レベ

ル リ ニア ラ イ ズ

測定タ イプパラ

メ ータ ：

– 高さ + 容量

– 高さ + 質量

– 高さ + %

– 高さパーセン ト  

+ 容量

– 高さパーセン ト  

+ 質量

– 高さパーセン ト  

+ %

– 基準圧力によ る校

正 ： ウ ェ ッ ト 校正お

よび リ ニア ラ イ ズ

テーブルのセ ミ オー

ト マチッ ク入力。 取

扱説明書

（BA00303P） を参照

し て く ださい。

– 基準圧力によ ら ない

校正 ： ド ラ イ校正お

よび リ ニア ラ イ ズ

テーブルのマニュ ア

ル入力。 取扱説明書

（BA00303P） を参照

し て く ださい。

– 不適当な入力は機器

が拒否

– レベル、 容量、 質量

単位のカス タマ イ ズ

可

測定値の表示と 「タ ン

ク測定」 パラ メ ータは

第 2 の測定値 （容量、

質量、 または %） を表示

し ます。

「 リ ニア ラ イ ズ前のレベ

ル」 パラ メ ータは第 1 

の測定値を表示し ます

（高さパーセン ト または

高さ）。
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6.6.3 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド

! 注意 ! 
 事前に他のパラ メ ータ を設定し た後、 表示されるパラ メ ータがあ り ます。 た と えば、 「空校正」

パラ メ ータは、 次の場合にのみ表示されます。
- レベル選択 「レベルイージープレ ッ シャー」 および校正モード 「ウ ェ ッ ト 」
- レベル選択 「レベルエキスパー ト 」、 レベルモード 「 リ ニア」、 および校正モード 「ウ ェ ッ

ト 」
「レベルモード」 および 「校正モード」 パラ メ ータは 「セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループにあ り ます。

 以下のパラ メ ータが工場で以下の値に設定されています。
- レベル選択 ： レベルイージープレ ッ シャー
- 校正モード ： ウ ェ ッ ト
- 出力単位または測定タ イプ ： %
- 空校正 ： 0.0
- 満量校正 ： 100.0

 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プは、 簡単な設定を迅速に行 う 場合に適し ています。 「%」 か ら 「m」 への
単位変換など、 よ り 複雑な設定を行 う には、 セ ッ ト ア ッ プグループから校正を実施する必要が
あ り ます。 取扱説明書 （BA00303P） または 2 ページの 「本書の概要」 セ ク シ ョ ンを参照し
て く ださい。
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図 26: ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド

– ” ”
” ”

– ” ”
” ”

” ”

現場操作 FieldCare

測定値の表示
F を使用し て測定値の表示から グループ選択に切

り 替えます。

測定値の表示
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択し ます。

グループ選択
測定モード を選択し ます。

測定モード
「レベル」 を選択し ます。

測定モード
「レベル」 を選択し ます。

レベル選択
レベルモード を選択し ます。 概要については、

58 ページを参照し て く だ さい。

レベル選択
レベルモード を選択し ます。 概要については、

58 ページを参照し て く ださい。

グループ選択
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択し ます。

ゼロ点補正 

機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ

り ます。 「確定」 オプシ ョ ンを指定し た 「ゼロ点

補正」 パラ メ ータで測定値を補正し ます （値 0.0 

を圧力に割 り 当てます）。

ゼロ点補正
機器の方向によ っては測定値が変動する こ と があ

り ます。 「確定」 オプシ ョ ンを指定し た 「ゼロ点

補正」 パラ メ ータで測定値を補正し ます （値 0.0 

を圧力に割 り 当てます）。

空補正1)

下限校正ポ イ ン ト のレベル値を入力し ます。

こ のパラ メ ータには、 機器の現在の圧力に割 り 当

てる レベル値を入力し ます。

1) – レベル選択 「レベルイージープレ ッ シ ャー」 および校正モード 「ウ ェ ッ ト 」

– レベル選択 「レベルエキスパー ト 」、 レベルモード 「 リ ニア」、 および校正モード 「ウ ェ ッ ト 」

空補正 1

下限校正ポ イ ン ト のレベル値を入力し ます。

このパラ メ ータには、 機器の現在の圧力に割 り 当

て る レベル値を入力し ます。

満了校正 1

上限校正ポ イ ン ト のレベル値を入力し ます。

こ のパラ メ ータには、 機器の現在の圧力に割 り 当

てる レベル値を入力し ます。

満了校正 1

上限校正ポ イ ン ト のレベル値を入力し ます。

このパラ メ ータには、 機器の現在の圧力に割 り 当

て る レベル値を入力し ます。

ダンピング値
ダンピング時間を入力し ます （時間定数 ）。

ダンピングは、 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

アナロ グ入力ブロ ッ ク の 「出力値」 など、 後続の

要素すべての圧力変化への反応速度に影響を与え

ます。

ダンピング値
ダンピング時間を入力し ます （時間定数 ）。

ダンピングは、 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

アナロ グ入力ブロ ッ クの 「出力値」 など、 後続の

要素すべての圧力変化への反応速度に影響を与え

ます。
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! 注意 ! 
現場操作については、 27 ページのセ ク シ ョ ン 5.2.3 「動作構成部品の機能 （本体機器デ ィ スプレ
イ使用時）」 および 40 ページのセ ク シ ョ ン 5.4 「現場操作 （機器本体デ ィ スプレ イ使用時）」 も参
照し て く ださい。
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6.7 「出力」 パラ メ ータのスケーリ ング

アナロ グ入力ブロ ッ ク では、 自動化要件にし たがって入力値または入力範囲を スケー リ ングでき
ます。

例：

測定レンジ 0 ～ 500 mbar （7.5 psi） を 0 ～ 100 % に再ス ケー リ ング し ます。
 「 ト ラ ン スデューサース ケール」 グループを選択し ます。

- EU_0 に 「0」 を入力し ます。
- EU_100 に 「500」 を入力し ます。
- UNITS_INDEX に 「mbar」 を入力し ます。

 「出力ス ケール」 グループを選択し ます。
- EU_0 に 「0」 を入力し ます。
- EU_100 に 「10000」 を入力し ます。
- UNITS_INDEX に 「%」 などを選択し ます。
- こ こ で選択し た単位は、 スケー リ ングに影響を与えません。 こ の単位は、 機器本体デ ィ ス

プレ イおよび FieldCare などの操作プロ グ ラ ムには表示されません。
 結果 ：

350 mbar（5.25 psi）の圧力では、値 70 が下流ブロ ッ ク または PCS に 出力値と し て出力されます。

P01-xMx7xxxx-05-xx-xx-en-008

! 注意 ! 
 「 リ ニア タ イプ」 パラ メ ータで 「Direct」 モー ド を選択し た場合、 「 ト ラ ン スデューサース ケー

ル」 および 「出力ス ケール」 の値および単位を変更する こ と はでき ません。
 「 リ ニア タ イプ」、 「 ト ラ ン スデューサース ケール」、 および 「出力スケール」 パラ メ ータ を変更

でき るのは、 OOS ブロ ッ ク モード の場合のみです。
 圧力 ト ラ ン スデューサーブ ロ ッ ク の 「SCALE_OUT」 の出力ス ケー リ ングが、 アナロ グ入力ブ

ロ ッ ク の 「 ト ラ ン スデューサースケール」 の入力スケー リ ング と一致し ている こ と を確認し て
く ださい。

0 10.7

0.7

1

0

700 10000

: Indirect

0
EU_0

500
EU_100

EU_0 EU_100

UNITS_INDEX:
mbar

UNITS_
INDEX:
%

= 350 mbar
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7 保守
圧力補正部分と GORE-TEX® フ ィ ルタ （1）が汚れた り 、水に濡れた り し ないよ う にし て く ださい。

P01-PMC71xxx-17-xx-xx-xx-001

7.1 外装のク リーニング

機器を ク リ ーニングする と きは、 以下の点に注意し て く ださい。
 機器の表面およびシール部が腐食し ない洗浄剤を使用する必要があ り ます。
 先が尖った物などでダ イヤフ ラ ムを機械的に損傷し ないよ う にし ます。

8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

8.1 メ ッ セージ

以下の表には表示される メ ッ セージがすべて列挙されています。
機器は 「ア ラーム」 、 「警告」 、 「エラー」 の各 メ ッ セージ タ イプを区別し ます。 「エラー」 タ イプ
の メ ッ セージでは、 機器がア ラーム時のよ う に対処するか、 警告時のよ う に対処するかを入力す
る こ と ができ ます。  「エラータ イプ /NA64」 の欄およびセ ク シ ョ ン 8.2 「エラー時の出力」 を
参照し て く ださい。

また、 「エラータ イプ /NA64」 の欄では NAMUR 推奨事項 NA 64 に従い、 メ ッ セージを分類し て
います。
 故障 ： 「B」 で表記
 要 メ ンテナン ス ： 「C」 で表記 （確認要求）
 機能確認 ： 「I」 で表記 （動作中）

機器本体デ ィ スプレ イ上の メ ッ セージの表示
 測定値表示は最優先の メ ッ セージを表示し ます。  「優先度」 の欄を参照し て く ださい。
 「ア ラーム ステータ ス」 パラ メ ータはすべての メ ッ セージを優先度順に表示し ます。 S キーま

たは O キーを使用し て、 すべての メ ッ セージを ス ク ロール表示でき ます。

「DIAGNOSTIC_CODE」 / 「診断コード」 パラ メ ータは、 優先度が最も高い メ ッ セージを示し ます。
このパラ メ ータは、 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ クの 「 メ ッ セージ」 グループまたは FieldCare
に表示されます。 セ ク シ ョ ン 8.2 「エラー時の出力」 も参照し て く ださい。
また、すべてのメッセージは、FOUNDATION Fieldbus の仕様にしたがって、圧力トランスデュー
サーブロックとサービストランスデューサーブロックの「トランスデューサーエラー」および
「ブロックエラー」パラメータにより出力されます。次の表には、これらのパラメータの数値を
記載しています。この数値については、→ 71 ページを参照してください。

! 注意 ! 
 機器が初期化中に機器本体デ ィ スプレ イの異常を検出し た場合、 特殊なエラー メ ッ セージが表

示さ れます。 こ のエ ラー メ ッ セージについては、 71 ページのセ ク シ ョ ン 8.1.1「機器本体
デ ィ スプレ イのエラー メ ッ セージ」 を参照し て く ださい。

 サポー ト 、 詳細情報については弊社のサービ ス までご連絡 く ださ い。
 セ ク シ ョ ン 8.4、 セ ク シ ョ ン 8.5、 およびセ ク シ ョ ン 8.6 も参照し て く ださい。

1
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コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値

ブロック
エラー値
ビット

原因 対処方法 優先度

101

（A101）

ア ラーム

B

B> センサ電子コ ン

ポーネン ト の 

EEPROM エラー

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。 こ の メ ッ セージは通常、

短時間しか表示されません。

– 数分間、 お待ち く ださい。

– 機器を再起動し て く だ さい。 リ

セ ッ ト （コード 62） し て く ださ

い。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

18

– センサの不具合 – センサを交換し て く だ さい。

102

（W102）

警告

C

C>EEPROM の

チェ ッ ク サムエ

ラー ： ピーク ホー

ルド部分

23 11 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。 ピーク ホール ド表示

器の機能が必要でない限 り 、

測定精度に影響はあ り ませ

ん。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

52

106

（W106）

警告

C

C>ダウ ン ロード中 

- お待ち く だ さい。

17 0 – ダウ ン ロード中です。 – ダウ ン ロード が完了する までお

待ち く だ さい。

51

110

（A110）

ア ラーム

B

B>EEPROM の

チェ ッ ク サムエ

ラー ： 設定部分

23 11 – 書き込み時に電源電圧が遮断

されま し た。

– 供給電圧を再接続し て く ださ

い。 必要に応じ て リ セ ッ ト し

（コード 7864）、 機器を再度校正

し て く だ さい。

6

– 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

113

（A113）

ア ラーム

B

B>ROM デバイ ス

電子コ ンポーネン

ト の不具合

20 9 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

1

115

（E115）

エラー

C

C> センサ過圧 17 0 – 過圧が存在し ます。 – メ ッ セージが消え る まで圧力を

低下させて く だ さい。

30

– センサの不具合 – センサを交換し て く だ さい。

116

（W116）

警告

C

C> ダウ ン ロード エ

ラー、 ダウ ン ロー

ド を継続

17 0 – フ ァ イルに不具合があ り ま

す。

– 別のフ ァ イルを使用し て く だ さ

い。

37

– ケーブル接続がつながってい

ない、 電源電圧の電圧ピーク

値 （ リ ッ プル値）、 または電

磁気の影響などによ り 、 ダウ

ン ロード中、 データがプロ

セ ッ サに正し く 送信されませ

んでし た。

– PC- 機器間のケーブル接続を確

認し て く ださい。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

– リ セ ッ ト し （コード 7864）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

– ダウ ン ロード を続けて く ださ

い。

120

（E120）

エラー

C

C> センサ圧低 17 0 – 超低圧 – メ ッ セージが消え る まで圧力を

上昇させて く だ さい。

31

– センサの不具合 – センサを交換し て く だ さい。

121

（A121）

ア ラーム

B

B>EEPROM チェ ッ

ク サムエラー ： 工

場

23 11 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

5

122

（A122）

ア ラーム

B

B> センサ未接続 20 5 – センサ と メ イ ン電子コ ンポー

ネン ト 間のケーブルが切断

– 必要に応じ て、 ケーブル接続を

確認し、 修理し て く だ さい。

14

– 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

– センサの不具合 – センサを交換し て く だ さい。

130

（A130）

ア ラーム

B

B>EEPROM の不具

合。

23 11 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

10
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131

（A131）

ア ラーム

B

B>EEPROM の

チェ ッ ク サムエ

ラー ： 最小 / 最大

部分

23 11 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

9

132

（A132）

ア ラーム

B

B>EEPROM 積算計

チェ ッ ク サムエ

ラー

23 11 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

7

133

（A133）

ア ラーム

B

B>EEPROM 履歴

チェ ッ ク サムエ

ラー

23 11 – 書き込み時にエラーが発生し

ま し た。

– リ セ ッ ト し （コード 7864）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

8

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

134

（W134）

警告

C

C>EEPROM の寿命

に関する警告

17 0 – EEPROM への書込み頻度が高

すぎます。

– EEPROM への書込みア ク セス を

低減し て く ださい。

55

135

（A135）

ア ラーム

B

B>EEPROM の

チェ ッ ク サムエ

ラー ： FF 部分

23 11 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

10

602

（W602）

警告

C

C> リ ニア ラ イ ズ曲

線が単調ではあ り

ません。

19 7 – リ ニア ラ イ ズテーブルが単調

に上昇し ていません。

– リ ニア ラ イ ズテーブルにポ イ ン

ト を追加するか、 補正し て く だ

さい。 その後、 再度 リ ニア ラ イ

ズテーブルを承認し ます。

57

613

（W613）

警告

I

I> シ ュ ミ レーシ ョ

ンがア ク テ ィ ブ状

態です。

17 3 – シ ミ ュ レーシ ョ ンのス イ ッ チ

が入っています。 現在、 機器

は測定中ではあ り ません。

– シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て

く ださい。

60

700

（W700）

警告

C

C> 最新の設定が保

存されていません。

23 11 – 設定データの書込み、 読み取

り の際にエラーが発生し た

か、 電源が切断されていま

す。

– リ セ ッ ト し （コード 7864）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

53

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

702

（W702）

警告

C

C>HistoROM デー

タが一致し ません。

17 11 – データが HistroM に正し く 書

き込まれていません。

例 ： 書き込みの際、 HistROM 

を取 り 外し た。

– ア ッ プロード を続けて く ださ

い。

– リ セ ッ ト し （コード 7864）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

54

– HistROM にデータがあ り ませ

ん。

– 正しいデータ を HistROM へコ

ピーし て く ださい （→ 44 ペー

ジ、 セ ク シ ョ ン 5.6.1 「設定デー

タのコ ピー」 参照）。

703

（A703）

ア ラーム

B

B> 測定エラー 20 5 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

23

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

704

（A704）

ア ラーム

B

B> 測定エラー 20 5 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

13

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

705

（A705）

ア ラーム

B

B> 測定エラー 20 5 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

22

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値

ブロック
エラー値
ビット
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706

（W706）

警告

C

C>HistROM と 機器

の設定が異な り ま

す。

23 11 – HistROM と機器の設定 （パラ

メ ータ） が異な り ます。

– データ を機器から HistROM へ

コ ピーし て く だ さい （→ 44

ページ、 セ ク シ ョ ン 5.6.1 「設定

データのコ ピー」 参照）。

HistROM と 機器のソ フ ト ウ ェ ア

バージ ョ ンが異なる場合、 メ ッ

セージは消えません。 データ を

機器か ら HistROM にコ ピーす

る と メ ッ セージは消えます。

– 1 や 40864 などの機器の リ セ ッ

ト コード は HistROM に影響し

ません。 つま り 、 リ セ ッ ト を行

う と  HistROM と 機器の設定が

異なる場合があ り ます。

59

707

（A707）

ア ラーム

B

B> リ ニア ラ イ ズ

テーブルの X 値

（TAB_XY_VALUE）

が編集限度を越え

ています。

18 7 – リ ニア ラ イ ズテーブルの少な

く と も 1 つの X 値

（TAB_XY_VALUE） が

「SCALE_IN」、 「EU_0」 / 「最

小静圧」 または 「最小レベ

ル」 の値を下回るか、

「SCALE_IN」、 「EU_100」 / 

「最大静圧」 または

「LINEAR_LEVEL_MAX」 / 

「最大レベル」 を超過し ま し

た。

– 再度、 校正を行って く ださい

（機能説明書 （BA00303P） ま

たは他の取扱説明書 （→ 2 ペー

ジ） も参照）。

38

710

（W710）

警告

C

B> 設定範囲が狭す

ぎます。 許容され

ていません。

18 7 – 校正の値 （下限設定値と上限

設定値など） が互いに近づき

すぎています。

– センサに合わせて校正を調整し

て く ださい （機能説明書

（BA00303P） の

「CAL_MIN_SPAN」 / 「最小スパ

ン」 の説明または他の取扱説明

書 （→ 2 ページ） も参照）。

50

– センサが交換されたため、 お

客様固有の設定がセンサに適

用されていません。

– センサに合わせて校正を調整し

て く ださい。

– センサを正しいセンサ と 交換し

て く ださい。

– 不適当なダウ ン ロード が実行

されま し た。

– 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く ださい。

713

（A713）

ア ラーム

B

B>100 % ポ イ ン ト

（LEVEL_100_PER

CENT_VALUE） レ

ベルが限度を越え

ています。

18 7 – センサが交換されま し た。 – 再度、 校正を行って く ださい。 39

715

（E715）

エラー

C

C> センサが温度を

超過し ています。

17 0 – センサで測定された温度がセ

ンサの上限基準温度よ り 高 く

なっています （機能説明書

（BA00303P） の

「TEMPERATURE_1_SENSOR_

LIMIT_HIGH」 / 「Tmax セン

サ」 パラ メ ータの説明

– または他の取扱説明書

（→ 2 ページ） も参照）。

– プロセス温度 / 周囲温度を下げ

て く ださい。

33

– 不適当なダウ ン ロード が実行

されま し た。

– 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く ださい。

716

（A716）

ア ラーム

B

B> ダ イ ヤフ ラ ム故

障

20 5 – センサの不具合 – センサを交換し て く だ さい。

– 圧力を下げて く ださい。

25

717

（E717）

エラー

C

C> 機器が温度を超

過し ています。

17 0 – 電子コ ンポーネン ト で測定し

た温度が電子コ ンポーネン ト

の公称温度の上限 （+88 ℃

（+190 °F）） を超過し ていま

す。

– 周囲温度を下げて く だ さい。 35

– 不適当なダウ ン ロード が実行

されま し た。

– 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く ださい。

コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値

ブロック
エラー値
ビット

原因 対処方法 優先度
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718

（E718）

エラー

C

C> 機器が温度を下

回っています。

17 0 – 電子コ ンポーネン ト で測定し

た温度が電子コ ンポーネン ト

の公称温度の下限 （-43 ℃

（-45 °F）） を下回っていま

す。

– 周囲温度を上昇させて く ださ

い。 必要に応じ て、 機器を絶縁

し て く だ さい。

36

– 不適当なダウ ン ロード が実行

されま し た。

– 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く ださい。

719

（A719）

ア ラーム

B

B> リ ニア ラ イ ズ

テーブルの Y 値

（TAB_XY_VALUE）

が編集限度を越え

ています。

19 7 – リ ニア ラ イ ズテーブルの少な

く と も 1 つの Y 値

（TAB_XY_VALUE） が

「SCALE_OUT」、 「EU_0」 /

「最小タ ン ク測定」 を下回る

か、 「SCALE_OUT」、

「EU_100」 / 「最大タ ン ク測

定」 を超過し ています。

– 再度、 校正を行って く ださい

（機能説明書 （BA00303P） ま

たは他の取扱説明書 （→ 2 ペー

ジ） も参照）。

40

720

（E720）

エラー

C

C> センサが温度を

下回っています。

17 0 – センサで測定し た温度がセン

サの公称温度の下限を下回っ

ています （ 機能説明書

（BA00303P） の

「TEMPERATURE_1_SENSOR_

LIMIT_LOW」 / 「Tmin セン

サ」 パラ メ ータの説明または

他の取扱説明書 （→ 2 ページ

も参照）。

– プロセス温度 / 周囲温度を上昇

させて く ださい。

34

– 不適当なダウ ン ロード が実行

されま し た。

– 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く ださい。

– センサケーブルの接続が緩ん

でいます。

– 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く ださ

い。

721

（A721）

ア ラーム

B

B> ゼロ点 （LEVEL 

OFFSET） が限度

を越えています。

18 7 – 最小レベル （LINEAR_LEVEL_ 

MIN） または最大レベル

（LINEAR_LEVEL_MAX） が変

更されま し た。

– リ セ ッ ト し （コード 2710）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

41

722

（A722）

ア ラーム

B

B> 空校正

（「SCALE_OUT」、

「EU_0」） か、 満量

校正

（「SCALE_OUT」、

「EU_100」） が編集

範囲を越えていま

す。

18 7 – 「LINEAR_ LEVEL_MIN」 / 「最

小レベル」 または

「LINEAR_LEVEL_MAX」 / 「最

大レベル」 が変更されま し

た。

– リ セ ッ ト し （コード 2710）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

42

723

（A723）

ア ラーム

B

B> 最大流量

（「SCALE_OUT」、

「EU_100」） が限度

を超えています。

18 7 – 「FLOW_TYPE」 / 「流量測定

タ イプ」 が変更されま し た。

– 再度、 校正を行って く ださい。 43

725

（A725）

ア ラーム

B

B> センサ接続エ

ラー、 サイ クル障

害

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を

参照）。

– 六角ネジが緩んでいます。

– 電磁波の影響を遮断するか、

障害源を除去し て く だ さい。

– 六角ネジを 1 Nm （0.74 lbf ft） の

ト ルク で再度締め付けて く だ さ

い （3.3.8 章を参照）。

26

– センサか、 メ イ ン電子コ ン

ポーネン ト の不具合

– センサか、 メ イ ン電子コ ンポー

ネン ト を交換し て く だ さい。

コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値
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726

（E726）

エラー

C

C> センサ温度エ

ラー - 範囲超過

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

32

– プロセス温度が許容範囲外で

す。

– 温度を確認し、 必要に応じ て、

上げ下げし て く ださい。

– センサの不具合 – プロセス温度が許容範囲内であ

ればセンサを交換し て く ださ

い。

727

（E727）

エラー

C

C> センサ圧力エ

ラー - 範囲超過

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

29

– 圧力が許容範囲外です。 – 圧力を確認し、 必要に応じ て、

増減し て く ださい。

– センサの不具合 – 圧力が許容範囲内であればセン

サを交換し て く ださい。

728

（A728）

ア ラーム

B

B>RAM エラー 20 9 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

2

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

729

（A729）

ア ラーム

B

B>RAM エラー 20 9 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

3

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

730

（E730）

エラー

C

C>Pmin ア ラーム

ウ ィ ン ド ウ

（PRESSURE_1_US

ER_LOW_LIMIT）

を下回 り ま し た。

19 7 – 圧力の測定値が

「PRESSURE_1_USER_ 

LOW_LIMIT」 / 「Pmin ア ラー

ム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータに

指定されている値を下回 り ま

し た。

– システム / 圧力の測定値を確認

し て く だ さい。

– 必要に応じ て

「PRESSURE_1_USER_ LOW_ 

LIMIT」 / 「Pmin ア ラーム ウ ィ

ン ド ウ」 の値を変更し て く だ さ

い （機能説明書 （BA00303P）

のパラ メ ータの説明または他の

取扱説明書 （→ 2 ページ） も参

照）。

47

– センサケーブルの接続が緩ん

でいます。

– 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く ださ

い。

731

（E731）

エラー

C

C>Pmax ア ラーム

ウ ィ ン ド ウ

（PRESSURE_1_UE

R_HIGH_LIMIT） を

超過し ま し た。

19 7 – 圧力の測定値が

「PRESSURE_1_USER_ HIGH_ 

LIMIT」 / 「Pmax ア ラーム

ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータに指

定されている値を超過し ま し

た。

– システム / 圧力の測定値を確認

し て く だ さい。

– 必要に応じ て

「PRESSURE_1_USER_ HIGH_ 

LIMIT」 / 「Pmax ア ラーム ウ ィ

ン ド ウ」 の値を変更し て く だ さ

い （機能説明書 （BA00303P）

のパラ メ ータの説明または他の

取扱説明書 （→ 2 ページ） も参

照）。

46

732

（E732）

エラー

C

C>Tmin ア ラーム

ウ ィ ン ド ウ

（TEMPERATURE_

1_USER_LOW_LIMI

T） を下回 り ま し

た。

19 7 – 温度の測定値が

「TEMPERATURE_1_USER_ 

LOW_ LIMIT」 / 「Tmin ア

ラーム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ー

タに

指定されている値を下回 り ま

し た。

– システム / 温度の測定値を確認

し て く だ さい。

– 必要に応じ て

「TEMPERATURE_1_USER_ LOW_ 

LIMIT」 / 「Tmin ア ラーム ウ ィ

ン ド ウ」 の値を変更し て く だ さ

い （機能説明書 （BA00303P）

のパラ メ ータの説明または他の

取扱説明書 （→ 2 ページ） も参

照）。

49

– センサケーブルの接続が緩ん

でいます。

– 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く ださ

い。

コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値

ブロック
エラー値
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733

（E733）

エラー

C

C>Tmax ア ラーム

ウ ィ ン ド ウ

（TEMPERATURE_

1_USER_HIGH_LIMI

T） を超過し ま し

た。

19 7 – 温度の測定値が

「TEMPERATURE_1_USER_HI

GH_LIMIT」 / 「Tmax ア ラー

ム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータに

指定されている値を超過し ま

し た。

– システム / 温度の測定値を確認

し て く だ さい。

– 必要に応じ て

「TEMPERATURE_1_USER_HIGH

_LIMIT」 / 「Tmax ア ラーム」

ウ ィ ン ド ウの値を変更し て く だ

さい （機能説明書

（BA00303P） のパラ メ ータの説

明または他の取扱説明書

（→ 2 ページ） も参照）。

48

736

（A736）

ア ラーム

B

B>RAM エラー 20 9 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

4

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

737

（A737）

ア ラーム

B

B> 測定エラー 20 5 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

21

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

738

（A738）

ア ラーム

B

B> 測定エラー 20 5 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

20

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

739

（A739）

ア ラーム

B

B> 測定エラー 20 5 – メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

欠陥

– 一度、 本機器の電源を切断し て

く ださい。

24

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

740

（E740）

エラー

C

C> 計算のオーバー

フ ロー、 設定の誤

り

20 5 – 圧力測定モード ： 測定圧が

「SCALE_IN」、 「EU_0」 /

「最小静圧」 の値を下回るか、

「SCALE_IN」、 「EU_100」 / 

「最大静圧」 を超過し ま し た。

– 必要に応じ て設定を確認し、 機

器を再度校正し て く だ さい。

– 測定範囲の適し た機器を選択し

て く ださい。

28

– レベル測定モード ： 測定レベ

ルが 「LINEAR_LEVEL_MIN」 / 

「最小レベル」 の値を下回る

か、 「LINEAR_LEVEL_MAX」 / 

「最大レベル」 の値を超過し

ま し た。

– 必要に応じ て設定を確認し、 機

器を再度校正し て く だ さい

（機能説明書 （BA00303P） の

「最小レベル」 パラ メ ータの説

明または他の取扱説明書

（→ 2 ページ） も参照）。

741

（A741）

ア ラーム

B

B> タ ン ク高さ

（LEVEL_TANK_H

EIGHT） が編集限

度を越えています。

18 7 – 「LINEAR_ LEVEL_MIN」 / 

「最小レベル」 または

「LINEAR_LEVEL_MAX」 / 

「最大レベル」 が変更されま

し た。

– リ セ ッ ト し （コード 2710）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

44

742

（A742）

ア ラーム

B

B> センサ接続エ

ラー （ア ッ プロー

ド）

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。 こ の メ ッ セージは通常、

一度しか表示されません。

– 数分間、 お待ち く ださい。

– リ セ ッ ト し （コード 7864）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

19

– センサ と メ イ ン電子コ ンポー

ネン ト 間のケーブルが切断

– 必要に応じ て、 ケーブル接続を

確認し、 修理し て く だ さい。

– センサの不具合 – センサを交換し て く だ さい。

743

（E743）

ア ラーム

B

B> 初期化中の電子

コ ンポーネン ト  

PCB のエラー

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （ セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。 こ の メ ッ セージは通常、

一度しか表示されません。

– 数分間、 お待ち く ださい。

– 機器を再起動し て く だ さい。 リ

セ ッ ト （コード 62） し て く ださ

い。

15

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値

ブロック
エラー値
ビット

原因 対処方法 優先度
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744

（A744）

ア ラーム

B

B> メ イ ン電子コ ン

ポーネン ト の PCB 

のエラー

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。

– 機器を再起動し て く だ さい。

リ セ ッ ト （コード 62） し て く だ

さい。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

12

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

745

（W745）

警告

C

C> センサデータ不

明

17 0 – センサが機器に合っていませ

ん （電子センサネームプレー

ト ）。 機器は測定を続けます。

– センサを正しいセンサ と 交換し

て く ださい。

55

746

（W746）

警告

C

C> センサ接続エ

ラー ： 初期化中

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （ セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。 こ の メ ッ セージは通常、

一度しか表示されません。

– 数分間、 お待ち く ださい。

– 機器を再起動し て く だ さい。 リ

セ ッ ト （コード 7864） し て く だ

さい。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

27

– 過圧または低圧状態です。 – 圧力を増減し て く ださい。

747

（A747）

ア ラーム

B

B> センサソ フ ト

ウ ェアが電子コ ン

ポーネン ト に対応

し ていません。

17 0 – センサが機器に合っていませ

ん （電子センサネームプレー

ト ）。

– センサを正しいセンサ と 交換し

て く ださい。

17

748

（A748）

ア ラーム

B

B> シグナルプロ

セ ッ サの メ モ リ 不

具合

20 5 – 電磁気の影響が技術データに

記載の仕様よ り 大き く なって

います （セ ク シ ョ ン 9 を参

照）。

– 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く ださい。

16

– メ イ ン電子コ ンポーネン ト の

不具合。

– メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く ださい。

750

（A750）

ア ラーム

B

B> 設定が不適切で

す。

19 7 – 操作プロ フ ァ イルを使用し て

機器の設定オプシ ョ ンが選択

されま し たが、 各オプシ ョ ン

が適切に対応し ていません。

た と えば、 「 リ ニア タ イプ」

にオプシ ョ ン 「1」 （ リ ニア ラ

イ ズテーブル） が選択され、

「PRIMARY_VALUE_UNIT」 に

単位 「1347 （m3/s）」 が選択

された場合などです。

– 設定を確認し て く ださい。

– リ セ ッ ト し （コード 7864）、 機

器を再度校正し て く だ さい。

45

コード エラー
タイプ /
NA 64

メッセージ / 説明 トランス
デューサー
エラー値

ブロック
エラー値
ビット

原因 対処方法 優先度
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トランスデューサーエラー および ブロックエラー の説明

8.1.1 機器本体デ ィ スプレ イのエラー メ ッ セージ

機器が初期化中に機器本体デ ィ スプレ イの異常を検出し た場合、 以下のエラー メ ッ セージが表示
されます。

エラー
タイプ

コード トランス
デューサー
エラー 値

トランスデュー
サーエラー 
テキスト

ブロック
エラー値
ビット

ブロックエラー テキスト PV ステータス

ア ラーム 747 17 一般的なエラー 0 その他 センサ不良

707, 711, 713, 721, 

722, 723, 741

18 校正エラー 7 出力障害 不明な設定エラー

719, 750 19 設定エラー 7 出力障害 不明な設定エラー

101, 122, 703, 704, 

705, 716, 725, 737, 

738, 739, 742, 743, 

744, 746, 748

20 電子回路の障害 5 機器の設定状態不正 機器不良

113, 728, 729, 736 20 電子回路の障害 9 メ モ リ の障害 機器不良

110, 121, 130, 131, 

132, 133, 135

23 データ整合性

エラー

11 NV データ損失 機器不良

エラー 115, 120, 715, 717, 

718, 720

17 一般的なエラー 0 その他 – ア ラーム ： 不良、 非特定

– 警告 ： 不明なステータ ス

730, 731, 732, 733 19 設定エラー 7 出力障害 – ア ラーム ： 不良、 非特定

– 警告 ： 不明なステータ ス

122, 727, 726, 740 20 電子回路の障害 5 機器の状態不正 – ア ラーム ： 不良、 非特定

– 警告 ： 不明なステータ ス

警告 106, 116, 134, 745 17 一般的なエラー 0 その他 不明な設定エラー

613 17 一般的なエラー 3 シ ミ ュ レーシ ョ ン中 不明なシ ミ ュ レーシ ョ ン

702 17 一般的なエラー 11 NV データ損失 不明なステータ ス

710 18 校正エラー 7 出力障害 不明なステータ ス

602, 604 19 設定エラー 7 出力障害 不明な設定エラー

746 20 電子回路の障害 5 機器の設定状態不正 不明なステータ ス

102, 700, 706 23 データ整合性エ

ラー

11 NV データ損失 不明なステータ ス

メッセージ 対処方法

Initialization, VU Electr. Defect A110

（初期化、 VU 電子回路異常）

機器本体デ ィ スプレ イ を交換し て

く だ さい。

Initialization, VU Electr. Defect A114

（初期化、 VU 電子回路異常）

Initialization, VU Electr. Defect A281

（初期化、 VU 電子回路異常）

Initialization, VU Checksum Err. A110

（初期化、 VU チェ ッ ク サムエラー）

Initialization, VU Checksum Err. A112

（初期化、 VU チェ ッ ク サムエラー）

Initialization, VU Checksum Err. A171

（初期化、 VU チェ ッ ク サムエラー）
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8.2 エラー時の出力

機器は 「ア ラーム」、 「警告」、 「エラー」 の各 メ ッ セージタ イプを区別し ます。
下表および→ 63 ページのセ ク シ ョ ン 8.1 「 メ ッ セージ」 を参照し て く ださい。

8.2.1 アナログ入力ブロ ッ ク

アナロ グ入力ブ ロ ッ ク は、 不良ス テータ スの入力値ま たはシ ミ ュ レーシ ョ ン値を受け取った場
合、 「FSAFE_TYPE」 1 パラ メ ータで定義される フ ェールセーフモード を使用し ます。

「FSAFE_TYPE」 パラ メ ータでは、 以下のオプシ ョ ンを使用でき ます。
 Last Good Value

不明ステータ スの場合、 以降の処理に最後の有効値が使用されます。
 Fail SafeValue

不明ステータ スの場合、 以降の処理に 「FSAFE_VALUE」 1 パラ メ ータで指定された値が使用さ
れます。

 Wrong Value
不良ステータ スの場合、 以降の処理に現在の値が使用されます。

初期設定 ：
 FSAFE_TYPE ： FsafeValue
 FSAFE_VALUE ： 0

! 注意 ! 
フ ェールセーフモード は、 「TARGET_MODE」 2 パラ メ ータで 「Out of Service O/S」 オプシ ョ ンが
選択された場合にも作動し ます。

出力 A（アラーム） W（警告） E（エラー：アラーム / 警告）

FOUNDATION 

Fieldbus

当該のプロセス変数が不良ステータ

スで送信されています。

機器は測定を続けます。 当該のプロセ

ス変数が不明ステータ スで送信されて

います。

こ のエラーの際、 機器がア ラーム時の

よ う に対処するか、 警告時のよ う に対

処するか入力する こ と ができ ます。 対

応する 「ア ラーム」 か、 「警告」 の欄を

参照し て く だ さい

（機能説明書 （BA00303P） の

「REACTION_ON_ALARM_NR」 / 「ア

ラーム タ イプ選択」 パラ メ ータの説明

または他の取扱説明書 （→ 2 ページ）

も参照）。

機器本体デ ィ スプレ

イ

– 測定値と メ ッ セージが交互に表示

されます。

– 測定値の表示 ： －シンボルが常

に表示されます。

メ ッ セージ表示

– A + 3 桁の数字 （A122 など） と

– 説明

– 測定値と メ ッ セージが交互に表示さ

れます。

– 測定値の表示 ： - シンボルの点滅

メ ッ セージ表示 ：

– W + 3 桁の数字 （W613 など） と

– 説明

– 測定値と メ ッ セージが交互に表示さ

れます。

– 測定値の表示 ： 対応する 「ア ラーム」

か、 「警告」 の欄を参照し て く だ さ

い。

メ ッ セージ表示 ：

– E + 3 桁の数字 （E731 など） と

– 説明

遠隔操作

（FF 設定プロ グ ラ ム / 

FieldCare）

ア ラームの場合、 「ア ラーム ステータ

ス」1)  パラ メ ータは 「センサ接続エ

ラー、 データ不正」 を示す 122 など

の 3 桁の数字を表示し ます。

警告の場合、 「ア ラーム ステータ ス」  

パラ メ ータは 「シ ミ ュ レーシ ョ ン中」

を示す 613 などの 3 桁の数字を表示

し ます。

エラーの場合、 「ア ラーム ステータ ス」  

パラ メ ータは 「最大圧力プロセス超過」

を示す 731 などの 3 桁の数字を表示し

ます。

1) FF 設定プロ グ ラ ム ： 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク。 FieldCare の メ ニューパス ： 操作 メ ニュー  メ ッ セージ

1 これらのパラ メ ータは、 FieldCare 操作プロ グ ラ ムでは使用でき ません。
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8.3 メ ッ セージ確認

「ALARM_HOLD_ON_TIME」 / 「ア ラ ーム表示時間」 および 「ACKNOWLEDGE_ALARM_MODE」 /
「ア ラーム確認モー ド」 パラ メ ータの設定に応じ て、 以下の方法で メ ッ セージを ク リ アする必要
があ り ます。

8.4 修理

エン ド レ スハウザーの修理に対する概念によ り 、 測定機器はモジュール式設計になってお り 、 お
客様によ る修理も可能です （→ 74 ページのセ ク シ ョ ン 8.6 「スペアパーツ」 を参照）。

! 注意 ! 
 防爆仕様の機器については、 セ ク シ ョ ン 「防爆エ リ アでの使用が許可された機器の修理」 を参

照し て く ださい。
 点検およびスペアパーツの詳細については、 エン ド レ スハウザーのサービ ス担当者にご連絡 く

ださい （ www.endress.com/worldwide を参照）。

8.5 防爆エ リ アでの使用が許可された機器の修理

# 危険 ! 
防爆エ リ アでの使用が許可された機器を修理する場合、 以下の点に注意し て く ださい。
 防爆仕様の機器は、 専門家またはエン ド レ スハウザーのみが修理でき ます。
 該当する基準、防爆区域に関する国内規制、安全のしお り および証明書に従 う 必要があ り ます。
 エン ド レ スハウザー純正のスペアパーツのみ使用でき ます。
 スペアパーツを注文する場合、 ネームプレー ト の機器仕様を確認し て く ださい。 同等のパーツ

のみ交換パーツ と し て使用でき ます。
 標準機器ですでに使用中の電子回路イ ンサー ト またはセンサは、 防爆仕様の機器のスペアパー

ツ と し て使用でき ません。
 取扱説明書にし たがって修理し て く ださい。 修理後、 機器は指定の個別テス ト の要件を満たす

必要があ り ます。
 防爆仕様の機器は、 エン ド レ スハウザーによ ってのみ別の防爆仕様の機器に変換でき ます。
 すべての修理と変更内容は文書化する必要があ り ます。

設定1)

1) FF 設定プロ グ ラ ム ： 診断 ト ラ ン スデューサーブロ ッ ク のパラ メ ータです。

FieldCare ： 「ア ラーム表示時間」 および 「ア ラーム確認モード」 の メ ニューパス ： 操作 メ ニュー  診
断  メ ッ セージ

対処方法

– ALARM_HOLD_ON_TIME/

ア ラーム表示時間 = 0 秒

– ACKNOWLEDGE_ALARM_MODE/

ア ラーム確認モード = Off

– メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （セ ク シ ョ ン 8.1 も参照）。

– ALARM_HOLD_ON_TIME/

ア ラーム表示時間 > 0 秒

– ACKNOWLEDGE_ALARM_MODE/

ア ラーム確認モード = Off

– メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （セ ク シ ョ ン 8.1 も参照）。

– ア ラームの表示時間が経過するのを待って く ださい。

– ALARM_HOLD_ON_TIME/

ア ラーム表示時間 = 0 秒

– ACKNOWLEDGE_ALARM_MODE/

ア ラーム確認モード = On

– メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （セ ク シ ョ ン 8.1 も参照）。

– 「ACKNOWLEDGE_ALARM」 / 「ア ラームの確認」 パラ メ ータで

メ ッ セージを確認し て く ださい。

– ALARM_HOLD_ON_TIME/ ア

ラーム表示時間 > 0 秒

– ACKNOWLEDGE_ALARM_MODE/

ア ラーム確認モード = On

– メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （セ ク シ ョ ン 8.1 も参照）。

– 「ACKNOWLEDGE_ALARM」 / 「ア ラームの確認」 パラ メ ータで

メ ッ セージを確認し て く ださい。

– ア ラームの表示時間が経過するのを待って く ださい。 メ ッ セージが

表示され、 メ ッ セージの確認前にア ラーム表示時間が経過し た場合

でも、 メ ッ セージは確認後に ク リ ア されます。
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8.6 スペアパーツ

測定機器で使用可能なスペアパーツについては、 Web サイ ト 「www.endress.com」 に記載されて
います。 以下の手順を実行し て く ださい。

1. 「www.endress.com」 を開き、 居住国を選択し ます。

2. 「Products （製品）」 を ク リ ッ ク し ます。

3. 製品名を 「Product name （製品名）」 フ ィ ール ド に入力し ます。

4. 測定機器を選択し ます。

5. 「Accessories/spare parts （ア ク セサ リ / スペアパーツ）」 タブに切 り 替えます。

6. 目的のスペアパーツを選択し ます （画面右側の概要図も使用でき ます）。

スペアパーツ を注文する場合、 必ずネームプレー ト に示さ れたシ リ アル番号を提示し て く だ さ
い。 必要な場合は、 スペアパーツにも交換手順の指示が記載されています。
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8.7 返却

測定機器の修理または出荷時校正が必要な場合、 あ るいは間違った注文によ り 測定機器が納入さ
れた場合、 その測定機器を返却する必要があ り ます。 エン ド レ スハウザーは ISO 認定企業と し て
法規制に基づいて、 プロセス流体 と接触する返却製品に対し て所定の手順を実行する必要があ り
ます。
安全かつ確実な機器の返却を迅速に行 う ために、 エン ド レ スハウザーの Web サイ ト
（www.services.endress.com/return-material） の返却の手順 と条件をご覧 く ださい。

8.8 廃棄

廃棄する場合は、 材料に応じ て機器の構成品を分けて、 リ サイ クル回収し ます。

8.9 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更点 関連文書

CD-ROM 取扱説明書 機能説明書

03.2005 02.00.zz オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア。

互換製品 ：

– ToF Tool Field Tool Package

（バージ ョ ン 2.04 以降）

— BA302P/00/EN/04.05 

52027501

BA303P/00/EN/04.05

52027502

— BA302P/00/EN/11.05 

71009599

BA303P/00/EN/04.05

52027502

CD507P/00/A2/10.07

71033931

BA302P/00/EN/10.07 

71043307

BA303P/00/EN/04.05

52027502

CD507P/00/A2/12.07
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技術データ セラバー S PMC71、 PMP71、 PMP75
9 技術データ
技術データについては、 セ ラバー S の技術仕様書 （TI00383P） を参照し て く だ さ い。 → 2 ペー
ジ、 「本書の概要」 セ ク シ ョ ン

10 付録

10.1 メ ニュー

! 注意 ! 
 エン ド レ スハウザーのパラ メ ータの全体 メ ニューを以降のページに示し ます。 一部のパラ メ ー

タは FF の標準パラ メ ータに対応し ています。 他のすべての FF パラ メ ータ を設定するには、
FF 設定プロ グ ラ ムが必要です （セ ラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S の機能説明
書 （BA00303P） を参照）。

 選択し た測定モード に応じ て メ ニュー構造が異な り ます。 つま り 、 あ る測定モード にしか表示
されない機能グループ も あ り ます。 た と えば、 「 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 機能グループは 「レ
ベル」 測定モード でしか表示されません。

 また、 他のパラ メ ータの設定が正しい場合のみ表示されるパラ メ ータ も あ り ます。 た と えば、
「圧力ユーザー単位」 パ ラ メ ータ が表示 さ れる のは、 「圧力単位」 パ ラ メ ータ に対し て 「ユー
ザー単位」 オプシ ョ ンが選択された場合のみです。 これらのパラ メ ータは 「*」 で表示されます。

 パラ メ ータの詳細については、 セラバー S/ デルタバー S/ デルタパイ ロ ッ ト  S の機能説明書
（BA00303P） を参照し て く ださい。個々のパラ メ ータの相互依存性はこ こに詳述されています。
→ 2 ページ、 「本書の概要」 セ ク シ ョ ン参照
76 エン ド レスハウザー ジ ャパン
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■仙台サービス
〒 981-3125  仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel.022(371)2511  Fax. 022(371)2514

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 461-0034 名古屋市東区豊前町 2-28-1

Tel. 052(930)5300　Fax. 052(937)1180

■小倉サービス
〒 802-0804 北九州市小倉南区下城野 2-3-6

Tel. 093(932)7700　Fax. 093(932)7701

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

05.12/ マーコムグループ
BA00302P/33/JA/14.12
STAR/FM+SGML 9.0J

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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